
　九州大学の学士課程教育（いわゆる学部段階の教

育）の授業科目は大きく「基幹教育科目」と「専攻教育

科目」に分けられ、基幹教育と専攻教育とは有機的な

連関のもとで4年（医学部医学科・歯学部・薬学部臨

床薬学科は6年）一貫の教育として行われます。専攻

教育は、専門性を高めるべく各学部・学科の責任で

実施される一方で、基幹教育は、本学の総合大学と

しての機能を活かす形で、すべての研究院、研究所、

学内共同教育研究センター、先導的研究センター等の

教員が全学的に協力し一体となり実施しています。（※

詳しくは基幹教育の項を参照してください。）

　基幹教育科目と専攻教育科目については、学部・

学科ごとに履修すべき科目や単位数が定められてい

ます。

　平成5年度までは、教養部において教養課程（医・

歯学部は進学課程）の所定の単位を修得し、専門課

程（学部）に進学していましたが、教養部廃止後は、

学士課程を「一貫」教育と位置付け、今日のシステム

を構築しています。

教育課程の変遷
～ 平成５年度

教育課程
「教養課程」 「専門課程」

－（進学）→
教育内容 一般教育 専門教育
実施組織 （教養部） （各学部）

➡
現在

「学士（一貫）課程」

基幹教育 ＋ 専攻教育
（全学）　　  （各学部）

 ★もっと詳しく知るには
・教育課程の概要

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/class/

curriculum/summary/

 ◆問合せ先
・基幹教育について

　学務部基幹教育課　092-802-5941

　　　　　　　　　　内線:90-5941

・教育課程全般について

　学務部学務企画課　092-802-5928

　　　　　　　　　　内線:90-5928

基幹教育（平成26年度以降入学者）

　九州大学は「九州大学教育憲章」に示す「人間性の

原則」、「社会性の原則」、「国際性の原則」及び「専

門性の原則」にたち、「日本の様々な分野において指

導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で

活躍する人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献

する」ことを目指しています。また、中期目標にお

いては、教育憲章に掲げる使命と理念を達成するた

めに、「豊かな教養と人間性を備え、世界的視野を

もって生涯にわたり高い水準で能動的に学び続ける

指導的人材を育成する」としています。

　これらを念頭に、九州大学では、新たな知や技能

を創出し、未知な問題を解決していく上での幹とな

る「ものの見方・考え方、学び方」を育む基幹教育を

行い、生涯にわたって自律的に学び続けるアクティ

ブ・ラーナーの育成を目指し、平成26年度入学者

から基幹教育カリキュラムを開始しました。

　基幹教育カリキュラムは、初年次～学部～大学院

～社会へと続く学びの成長を支持する幹をつくる体

系として構成され、専門領域に閉じることなく、価

値観の異なる他者との間で多様な知を交流させ、新

たな知を創造していく「他者や状況に開かれた」発想

対話型の学びや、躓きや失敗から学ぶ「過程を重視

した教育」を重視しています。

　また、基幹教育カリキュラムは、各学部が掲げる

人材育成像に立脚した学位プログラムとの整合性を

もって編成され、学部専攻教育との相互作用により

専門性の深化を図ります。

○構成
　基幹教育カリキュラムの構成は次のとおりです。

　基幹教育セミナー、課題協学科目、言語文化科目、

文系ディシプリン科目、理系ディシプリン科目、サ

イバーセキュリティ科目、健康・スポーツ科目、総

合科目、高年次基幹教育科目

○履修方法
　基幹教育科目は、全学部において学部1年次に36
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教育
単位を修得することとしており、学部2年次以降は

12単位の修得を目安として各学部で設定しています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学ホームページ　基幹教育院

http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/

 ◆問合せ先
・学務部基幹教育課基幹教育教務係

　092-802-5941

　内線:90-5941

全学出動体制

　基幹教育の授業は、本学の教育の基盤であるため、

専攻教育との有機的な連関のもとに全学が一体と

なって実施されており、その充実のためには、全て

の教員の協力が不可欠です。

○現在の状況
　大学設置基準の大綱化に伴い、それまで教養教育

を担っていた教養部が平成6年に廃止されました。

教養部廃止に伴い、各部局に所属することとなった

旧教養部の教員数（分属数）に基づく担当コマ数の算

出方法、並びに医療技術短期大学部及び九州芸術工

科大学との統合時において定めた学生数に基づく算

出方法では不均衡が生じておりました。平成26年

度入学者からの基幹教育カリキュラム開始に伴い、

これまでの算出方法を改め、平成25年度に研究院

等毎の所属教員数に応じて割り振りを行う全学出動

体制の基本方針を定めました。なお、一部の科目に

おいては、教育の質保証のために、科目内容に応じ、

一部の研究院等に事前に割り振りを行っています。

また、中期目標に掲げる「豊かな教養と人間性を備

え、世界的視野をもって生涯にわたり高い水準で能

動的に学び続ける指導的人材の育成」に向けて、新

たな視点で教養教育を実施する組織として平成23

年10月に基幹教育院が設置されました。基幹教育

カリキュラム充実のため、基幹教育院の総括による、

この基本方針に基づいた、全学出動体制の構築を

図っています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学ホームページ　基幹教育院

http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/

 ◆問合せ先
・学務部基幹教育課基幹教育教務係

全学教育（平成25年度以前入学者）

　平成25年度以前の学部入学者には、全学教育が

行われます。

○ 総合選択履修方式による履修（平成25年度以前入
学者を対象）

　総合選択履修方式とは、平成25年度以前の入学

者を対象に開講されるすべての全学教育科目と他の

学部・学科（所属する学部・学科においては一部の

場合あり）で開講される専攻教育科目の中から科目

を選択して履修するものです。この方式により、上

述の全学教育科目に加えて、学生は全在学期間を通

じて、他学部・学科の専攻教育科目を、自己の判断

により選択して履修することが可能です。これによ

り、学生がより幅広く深い教養を培うことができる

教育を実現するものとします。

チャレンジ21

●チャレンジ21とは
　チャレンジ21は、学際性又は国際性の涵養等に

係る学部共通の教育課程を展開することにより、学

生の自主的、自立的な修学を図り、専門性を基盤と

した新たな視点に立つスペシャリストを養成するこ

とを目的とした履修コースで、「学際コース」と「国

際コース」の2つのコースが設置されています。

　「学際コース」は、さらに「人文学」、「教育学」、「法

学」、「経済学」、「理学」、「芸術工学」の6つの領域

に分かれています。学生は、自分が所属する学部の

卒業要件を満たしながら、それに加えて各領域を担

当する学部が提供する授業科目を修得し、自分の専

門性に加えて、もう一つの専門性の獲得を目指す履

修コースとなっています。

　「国際コース」は、本学の交換留学制度や短期語学

プログラム制度を活用し、海外の大学の学習経験を

踏まえ、帰国後は、留学生センターが提供する留学

生のための講義を留学生と一緒に学習したり、留学

中の修得科目を21世紀プログラムが提供する科目

によって認定を受けるなどして、国際感覚を高める

履修コースとなっています。

　これらの履修コースの修了条件を満たしたと認定

されれば、卒業時に学生が所属する学部の学位記に

加えて、「チャレンジ21修了証」が授与されます。

 

　092-802-5941

　内線:90-5941
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　九州大学の学士課程教育（いわゆる学部段階の教

育）の授業科目は大きく「基幹教育科目」と「専攻教育

科目」に分けられ、基幹教育と専攻教育とは有機的な

連関のもとで4年（医学部医学科・歯学部・薬学部臨

床薬学科は6年）一貫の教育として行われます。専攻

教育は、専門性を高めるべく各学部・学科の責任で

実施される一方で、基幹教育は、本学の総合大学と

しての機能を活かす形で、すべての研究院、研究所、

学内共同教育研究センター、先導的研究センター等の

教員が全学的に協力し一体となり実施しています。（※

詳しくは基幹教育の項を参照してください。）

　基幹教育科目と専攻教育科目については、学部・

学科ごとに履修すべき科目や単位数が定められてい

ます。

　平成5年度までは、教養部において教養課程（医・

歯学部は進学課程）の所定の単位を修得し、専門課

程（学部）に進学していましたが、教養部廃止後は、

学士課程を「一貫」教育と位置付け、今日のシステム

を構築しています。

教育課程の変遷
～ 平成５年度

教育課程
「教養課程」 「専門課程」

－（進学）→
教育内容 一般教育 専門教育
実施組織 （教養部） （各学部）

➡
現在

「学士（一貫）課程」

基幹教育 ＋ 専攻教育
（全学）　　  （各学部）

 ★もっと詳しく知るには
・教育課程の概要

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/class/

curriculum/summary/

 ◆問合せ先
・基幹教育について

　学務部基幹教育課　092-802-5941

　　　　　　　　　　内線:90-5941

・教育課程全般について

　学務部学務企画課　092-802-5928

　　　　　　　　　　内線:90-5928

基幹教育（平成26年度以降入学者）

　九州大学は「九州大学教育憲章」に示す「人間性の

原則」、「社会性の原則」、「国際性の原則」及び「専

門性の原則」にたち、「日本の様々な分野において指

導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で

活躍する人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献

する」ことを目指しています。また、中期目標にお

いては、教育憲章に掲げる使命と理念を達成するた

めに、「豊かな教養と人間性を備え、世界的視野を

もって生涯にわたり高い水準で能動的に学び続ける

指導的人材を育成する」としています。

　これらを念頭に、九州大学では、新たな知や技能

を創出し、未知な問題を解決していく上での幹とな

る「ものの見方・考え方、学び方」を育む基幹教育を

行い、生涯にわたって自律的に学び続けるアクティ

ブ・ラーナーの育成を目指し、平成26年度入学者

から基幹教育カリキュラムを開始しました。

　基幹教育カリキュラムは、初年次～学部～大学院

～社会へと続く学びの成長を支持する幹をつくる体

系として構成され、専門領域に閉じることなく、価

値観の異なる他者との間で多様な知を交流させ、新

たな知を創造していく「他者や状況に開かれた」発想

対話型の学びや、躓きや失敗から学ぶ「過程を重視

した教育」を重視しています。

　また、基幹教育カリキュラムは、各学部が掲げる

人材育成像に立脚した学位プログラムとの整合性を

もって編成され、学部専攻教育との相互作用により

専門性の深化を図ります。

○構成
　基幹教育カリキュラムの構成は次のとおりです。

　基幹教育セミナー、課題協学科目、言語文化科目、

文系ディシプリン科目、理系ディシプリン科目、サ

イバーセキュリティ科目、健康・スポーツ科目、総

合科目、高年次基幹教育科目

○履修方法
　基幹教育科目は、全学部において学部1年次に36
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単位を修得することとしており、学部2年次以降は

12単位の修得を目安として各学部で設定しています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学ホームページ　基幹教育院

http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/

 ◆問合せ先
・学務部基幹教育課基幹教育教務係

　092-802-5941

　内線:90-5941

全学出動体制

　基幹教育の授業は、本学の教育の基盤であるため、

専攻教育との有機的な連関のもとに全学が一体と

なって実施されており、その充実のためには、全て
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全学教育（平成25年度以前入学者）

　平成25年度以前の学部入学者には、全学教育が

行われます。

○ 総合選択履修方式による履修（平成25年度以前入
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者を対象に開講されるすべての全学教育科目と他の
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した新たな視点に立つスペシャリストを養成するこ
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されれば、卒業時に学生が所属する学部の学位記に

加えて、「チャレンジ21修了証」が授与されます。

 

　092-802-5941

　内線:90-5941
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○チャレンジ21のコースの特色

 ★もっと詳しく知るには
・教育プログラム『チャレンジ21』　

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

program/challenge21

 ◆問合せ先
・学務部学務企画課教務・学務情報係

内線:90-5939

九州大学の大学院教育

　九州大学の大学院教育は、学府（他大学の研究科

に相当）を単位に行われます。（※制度について、詳

しくは、「学府・研究院制度」の項を参照してくださ

い。）また、学府共通の科目として、大学院基幹教育

科目が開講されており、本学の大学院教育の特徴の

一つとなっています。（※詳しくは、「大学院基幹教

育」の項を参照してください。）

　九州大学の大学院には、18学府、4専門職学位課

程があり、学位は、修士課程（博士前期課程）修了者

及び一貫制博士課程において修士課程の修了に相当

する要件を満たした者に修士を、博士後期課程（3年

制）、一貫制博士課程（5年制）、博士課程（4年制）の

修了者に博士を、また専門職学位は、修士（専門職）

及び法務博士（専門職）を授与しています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学学位規則

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/205/1/2004kisoku086.pdf

 ◆問合せ先
・大学院の学位について

　学務部学務企画課教務・学務情報係　

内線:90-5935

九州大学大学院教育改革指針について

九州大学では、全学的な大学院教育改革の方向性

を示すため、教育改革推進本部を中心に以下の指針

を策定いたしました。

九州大学大学院教育改革指針

本指針の理念
九州大学の教育憲章では、様々な分野において指

導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で

活躍する人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献

することを目標とし、それに則して、今後百年の行

動計画の「基本理念」として「自律的に改革を続け、

人文学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 人文学
の基礎知識・観点の修得

教育学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 教育学
の基礎知識・観点の修得

法学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 法学の
基礎知識・観点の修得

経済学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 経済学
の基礎知識・観点の修得

理学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 理学の
基礎知識・観点の修得

芸術工学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 芸術工
学の基礎知識・観点の修得

国際コース 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 留学経
験・国際感覚

年限

4
博士課程
(医･歯･薬
(臨床))

5（3） 3
博士後期
課程 一貫制

博士課程

博士後期
課程（後
期のみ）

　

4（2） 2

3（1） 1

2 学士6 修士
課程

博士前期
課程

 
専門職学位
課程 学士課程

(6年制)
1 学士5

学士4 学士4 学士課程（４年制）

※1　ここでの年限は標準年限
）年3はてっあに院学大科法（年2は限年業修準標の程課位学職門専 　2※

大学院の教育課程

092-802-5939

092-802-5935

教育の質を国際的に保証するとともに、常に未来の

課題に挑戦する活力に満ちた、最高水準の研究教育

拠点となる」ことを標榜している。

近年、グローバル化・多極化の進展、少子高齢化

及びそれによる生産年齢人口の急激な減少などによ

る社会構造・産業構造の転換、自然災害・エネル

ギー問題など地球規模の課題の噴出など、大きな社

会的変動が起きている中、大学は、新たな知の創造

や社会的課題の解決策の探究を通じて、これまで以

上に高度な知識・技術を備えた人材を輩出すること

により、我が国、延いては世界中の豊かさを維持し、

成長を牽引する「核」となることが大きく期待されて

いる。

本指針は、九州大学大学院で行うべき教育改革の

実行方針を示し、九州大学の構成員一人ひとりが自

覚と覚悟を持って、各々が有する責務を遂行するこ

とにより、上記の「基本理念」の実現に向けた「確か

な歩み」につなげることを目的とするものである。

１． 九州大学大学院が目指すべき姿（大学院教育の基
本方針）

九州大学大学院は、地理学的な特色を活かして、

主としてアジア地域に軸足を置きつつグローバルに

展開・発信する世界水準の教育・研究拠点として、

我が国の将来の発展の鍵となる高度な専門的知識と

倫理観を基礎に自ら考え行動し、新たな知を創り出

し、既存の様々な枠を超えてグローバルに活躍でき

る人材の育成を志向している。

九州大学では、上記の「基本理念」を踏まえた「九

州大学アクションプラン」において、イノベーショ

ン創出を担う人材や世界をリードするグローバル人

材を育成することとしている。特に、大学院教育に

おいては、俯瞰力、実践力、牽引力、独創性及び創

造性を備えた豊かな研究・開発能力を持つ研究者

や、多様な社会的課題・ニーズに柔軟に対応でき、

かつ、高度な専門知識・能力を持つ高度専門職業人

に代表される「高度な知のプロフェッショナル」を育

成することが必要であり、こうした人材の育成には、

学究の徒である大学教員の独創的かつ卓越した研究

に裏打ちされた世界最高水準の大学院教育の構築・

展開をすることが一層求められる。このため、以下

に示す基本方針に基づき、九州大学大学院の教育改

革を推進する。

１）大学教員による最先端・独創的研究に基づく大

学院教育及び産業界を始めとする社会のニーズに

対応した大学院教育の展開（大学院教育の目的）。

２）学府・研究院制度の特長を最大限活用し、特定

の専門性を学問基盤としつつも柔軟かつ機動性の

あるオーダーメイド型の学位プログラムの編成。

特に、客観性のある学位審査体制の構築（主指導

教員と主査を別にする、外国人教員、学外専門家

の審査への参加など）。

３）社会に点在する既知の知識をつなぎ解決策を模

索する「共創」の理念の下に、学内外の人材の登用

による大学院教育の「担い手」の多様化（優秀な若

手研究者の育成・活用促進を含む）、異なる社会

的・文化的背景、専門性をもつ大学院教育の「受

け手」の多様化の促進。

４）社会的ニーズの分析など客観的根拠に基づく学

位プログラムの不断の見直し。

２．九州大学大学院教育改革の実行指針
世界最高水準の大学院教育の一層の構築・展開に

向け、大学院教育改革の具体的な実行指針として配

慮すべき項目を以下に例示する。

１）大学教員の最先端・独創的研究を一層推進しつ

つ、総合研究大学としての優れた教育資源に支え

られた、大学院基幹教育に代表される「大学院共

通教育システム」を有効活用し、学術の進展や産

業界を始めとする社会のニーズ等の動向を見据え

つつ、大学院副専攻、学内組織又は学外の大学と

の連携によるダブルディグリー及びジョイント

ディグリー制度など学生を主体として編成される

「ダ・ヴィンチプログラム（仮称）」（学府、専攻及

び教育プログラムを横断するオーダーメイド型の

大学院学位プログラム。いわゆる大学院版の21世

紀プログラム）を編成可能な柔軟な仕組みの構築。

２）客観的な指標に基づく複数段階のQE（Qualifying 

Examination（5年間の一貫プログラムを念頭））

やFE（Final Examination）、外部審査員の登用な

どによる学位審査体制を設けるとともに、若手研

究者（助教・ポスドク）を授業担当教員や研究指導

教員へ登用するなど大学教育への積極的参画を通

じた未来ある若手人材の育成・活用促進。極めて

優秀な学生を対象に在学中の努力や業績を評価す

る「顕彰制度」を導入することによる学生の研究意

欲の促進。

３）国内外の企業や海外の大学などから多様な教

育・運営の担い手の参画による指導体制（例えば、

学外メンター等の外部人材を含めた複数指導教員
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○チャレンジ21のコースの特色

 ★もっと詳しく知るには
・教育プログラム『チャレンジ21』　

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

program/challenge21

 ◆問合せ先
・学務部学務企画課教務・学務情報係

内線:90-5939

九州大学の大学院教育

　九州大学の大学院教育は、学府（他大学の研究科

に相当）を単位に行われます。（※制度について、詳

しくは、「学府・研究院制度」の項を参照してくださ

い。）また、学府共通の科目として、大学院基幹教育

科目が開講されており、本学の大学院教育の特徴の

一つとなっています。（※詳しくは、「大学院基幹教

育」の項を参照してください。）

　九州大学の大学院には、18学府、4専門職学位課

程があり、学位は、修士課程（博士前期課程）修了者

及び一貫制博士課程において修士課程の修了に相当

する要件を満たした者に修士を、博士後期課程（3年

制）、一貫制博士課程（5年制）、博士課程（4年制）の

修了者に博士を、また専門職学位は、修士（専門職）

及び法務博士（専門職）を授与しています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学学位規則

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/205/1/2004kisoku086.pdf

 ◆問合せ先
・大学院の学位について

　学務部学務企画課教務・学務情報係　

内線:90-5935

九州大学大学院教育改革指針について

九州大学では、全学的な大学院教育改革の方向性

を示すため、教育改革推進本部を中心に以下の指針

を策定いたしました。

九州大学大学院教育改革指針

本指針の理念
九州大学の教育憲章では、様々な分野において指

導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で

活躍する人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献

することを目標とし、それに則して、今後百年の行

動計画の「基本理念」として「自律的に改革を続け、

人文学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 人文学
の基礎知識・観点の修得

教育学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 教育学
の基礎知識・観点の修得

法学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 法学の
基礎知識・観点の修得

経済学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 経済学
の基礎知識・観点の修得

理学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 理学の
基礎知識・観点の修得

芸術工学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 芸術工
学の基礎知識・観点の修得

国際コース 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 留学経
験・国際感覚

年限

4
博士課程
(医･歯･薬
(臨床))

5（3） 3
博士後期
課程 一貫制

博士課程

博士後期
課程（後
期のみ）

　

4（2） 2

3（1） 1

2 学士6 修士
課程

博士前期
課程

 
専門職学位
課程 学士課程

(6年制)
1 学士5

学士4 学士4 学士課程（４年制）

※1　ここでの年限は標準年限
）年3はてっあに院学大科法（年2は限年業修準標の程課位学職門専 　2※

大学院の教育課程

092-802-5939

092-802-5935

教育の質を国際的に保証するとともに、常に未来の

課題に挑戦する活力に満ちた、最高水準の研究教育

拠点となる」ことを標榜している。

近年、グローバル化・多極化の進展、少子高齢化

及びそれによる生産年齢人口の急激な減少などによ

る社会構造・産業構造の転換、自然災害・エネル

ギー問題など地球規模の課題の噴出など、大きな社

会的変動が起きている中、大学は、新たな知の創造

や社会的課題の解決策の探究を通じて、これまで以

上に高度な知識・技術を備えた人材を輩出すること

により、我が国、延いては世界中の豊かさを維持し、

成長を牽引する「核」となることが大きく期待されて

いる。

本指針は、九州大学大学院で行うべき教育改革の

実行方針を示し、九州大学の構成員一人ひとりが自

覚と覚悟を持って、各々が有する責務を遂行するこ

とにより、上記の「基本理念」の実現に向けた「確か

な歩み」につなげることを目的とするものである。

１． 九州大学大学院が目指すべき姿（大学院教育の基
本方針）

九州大学大学院は、地理学的な特色を活かして、

主としてアジア地域に軸足を置きつつグローバルに

展開・発信する世界水準の教育・研究拠点として、

我が国の将来の発展の鍵となる高度な専門的知識と

倫理観を基礎に自ら考え行動し、新たな知を創り出

し、既存の様々な枠を超えてグローバルに活躍でき

る人材の育成を志向している。

九州大学では、上記の「基本理念」を踏まえた「九

州大学アクションプラン」において、イノベーショ

ン創出を担う人材や世界をリードするグローバル人

材を育成することとしている。特に、大学院教育に

おいては、俯瞰力、実践力、牽引力、独創性及び創

造性を備えた豊かな研究・開発能力を持つ研究者

や、多様な社会的課題・ニーズに柔軟に対応でき、

かつ、高度な専門知識・能力を持つ高度専門職業人

に代表される「高度な知のプロフェッショナル」を育

成することが必要であり、こうした人材の育成には、

学究の徒である大学教員の独創的かつ卓越した研究

に裏打ちされた世界最高水準の大学院教育の構築・

展開をすることが一層求められる。このため、以下

に示す基本方針に基づき、九州大学大学院の教育改

革を推進する。

１）大学教員による最先端・独創的研究に基づく大

学院教育及び産業界を始めとする社会のニーズに

対応した大学院教育の展開（大学院教育の目的）。

２）学府・研究院制度の特長を最大限活用し、特定

の専門性を学問基盤としつつも柔軟かつ機動性の

あるオーダーメイド型の学位プログラムの編成。

特に、客観性のある学位審査体制の構築（主指導

教員と主査を別にする、外国人教員、学外専門家

の審査への参加など）。

３）社会に点在する既知の知識をつなぎ解決策を模

索する「共創」の理念の下に、学内外の人材の登用

による大学院教育の「担い手」の多様化（優秀な若

手研究者の育成・活用促進を含む）、異なる社会

的・文化的背景、専門性をもつ大学院教育の「受

け手」の多様化の促進。

４）社会的ニーズの分析など客観的根拠に基づく学

位プログラムの不断の見直し。

２．九州大学大学院教育改革の実行指針
世界最高水準の大学院教育の一層の構築・展開に

向け、大学院教育改革の具体的な実行指針として配

慮すべき項目を以下に例示する。

１）大学教員の最先端・独創的研究を一層推進しつ

つ、総合研究大学としての優れた教育資源に支え

られた、大学院基幹教育に代表される「大学院共

通教育システム」を有効活用し、学術の進展や産

業界を始めとする社会のニーズ等の動向を見据え

つつ、大学院副専攻、学内組織又は学外の大学と

の連携によるダブルディグリー及びジョイント

ディグリー制度など学生を主体として編成される

「ダ・ヴィンチプログラム（仮称）」（学府、専攻及

び教育プログラムを横断するオーダーメイド型の

大学院学位プログラム。いわゆる大学院版の21世

紀プログラム）を編成可能な柔軟な仕組みの構築。

２）客観的な指標に基づく複数段階のQE（Qualifying 

Examination（5年間の一貫プログラムを念頭））

やFE（Final Examination）、外部審査員の登用な

どによる学位審査体制を設けるとともに、若手研

究者（助教・ポスドク）を授業担当教員や研究指導

教員へ登用するなど大学教育への積極的参画を通

じた未来ある若手人材の育成・活用促進。極めて

優秀な学生を対象に在学中の努力や業績を評価す

る「顕彰制度」を導入することによる学生の研究意

欲の促進。

３）国内外の企業や海外の大学などから多様な教

育・運営の担い手の参画による指導体制（例えば、

学外メンター等の外部人材を含めた複数指導教員
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体制など）の構築や社会人、留学生、異なる専門

性を持つ学生など異なる背景を持つ学生らによる

ディスカッション等を通じ、専門知識の深化、幅

広い分野を俯瞰的に見る能力、現実の諸課題に先

導して対応できる実践力・牽引力を養成。

４）学位プログラムの運営母体と教育改革推進本部

における評価、教育サポート機構が一体となった

教育運営体制を構築し、新しい教授法の開発・改

良、FD（Faculty Development）・SD（Staff De-

velopment）の全学的な連携のもとでの継続的な

実施

３．九州大学大学院教育改革の実行計画
本指針を踏まえた各学府における大学院教育改革

の実行計画の策定を部局に要請する。その際は、実

行指針のうち、客観性のある学位審査体制の構築に

ついては当該各学府の計画に盛り込まれるよう求め

るとともに、第三期中期目標期間の終了までに全て

の学府において当該学府の実行計画を策定するよう

求めるものとする。

併せて、各部局に対して、実行指針の「ダ・ヴィ

ンチプログラム（仮称）」のような従来の専攻や学府

を越えた教育体制の検討を求めるものとする。

なお、専門職大学院については、本指針の趣旨を

踏まえ、適切な実行計画を策定されるよう要請する。

 ◆問合せ先
学務部学務企画課企画調査係　092-802-5928

　　　　　　　　　　　　　　内線　90-5928

gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

大学院基幹教育

　大学院基幹教育は本学で学ぶ大学院生を対象に開

講するもので、基幹教育院の統括、全学の協力によ

り運営がなされ、平成27年度から一部科目の開講を

始めており、平成28年度から本格実施しています。

○理念
　大学院基幹教育は、大学院における専門教育で培

われる確かな学問体系とともに、高度で広範な視野

と思考力を身に付けることで自由な発想と柔軟な思

考で創造的・批判的に現代社会が抱える問題・課題

に取り組み建設的な解決策を創出できる人材の養成

を目指します。学士課程における基幹教育と同じ考

え方に基づき、「学びの幹」として磨いてきた「もの

の見方・考え方・学び方を学ぶ力」、「真理を求め、

自律的に学び続ける態度」をさらに高めるものです。

○目的
　基幹教育を教育の根幹に据えることによって、自

律的に学習し続ける主体としての「アクティブラー

ナー」を育成することを九州大学は目標としていま

す。この目標のためには基幹教育は学部教育で閉じ

るものであってはなりません。初年次基幹教育、高

年次基幹教育と連携しつつそれを継承し、発展させ

る必要があります。学びの根幹としての基幹教育は

大学院教育においても重要な役割を果たさなくては

なりません。

　大学院教育の重

点は、もちろん各

専攻における専門

教育にあります。

それゆえ大学院に

おける基幹教育

は、専門教育と相補的な役割を果たすべきでありま

す。この考えに基づき、大学院基幹教育の中心とな

るべき「基幹科目群」では、汎用的な能力を開発する

こと、また将来の高度な知識を持った職業人、ある

いは研究者・教育者にとって必要な知識・技術の基

盤を提供することを目的とします。それは基幹教育

の仕上げであるような高いレベルのリテラシー教

育、いわば「ハイエンドリテラシー」教育を目指して

います。

　学士課程における基幹教育と同様に、大学院基幹

教育においても座学を中心とした単なる知識の伝授

を避け、双方向的で学生のアクティビティを中心と

した新しいタイプの科目を開講します。高度な専門

性を身につけつつある大学院生が、自分と異なる専

門分野の学生と協同して学習に取り組むことで、多

様な観点を統合して問題を発見し解決する方法や能

力を実践的に身につけることが可能となります。分

野にとらわれない普遍性のある能力を開発し、複雑

な問題の多面的な理解を目指しながら、専攻におけ

る研究の遂行・発展にも実践的に役立つ科目群を用

意します。教員が（研究室での活動との有機的・補

完的な有用性に着目し）履修することを指導する学

生に推奨するような科目を目指します。

○構成等
　大学院基幹教育は、理念・目的に則したその中心

となる科目による「基幹科目」群とセンターや学府等

からの自主開講科目による「展開科目」群により構成

されます。

　自主開講科目については、開講の申し出に基づき、

審査のうえ展開科目群に位置付けられることとなり

ます。（開講に係る経費、人的支援等は原則として

講義提供者の負担となります）

　開講の申し出については、前期分は前年度の１月、

後期分は当該年度の７月としています。手続き等に

ついては問合せ先まで照会願います。

　なお、開講にあたっては、5，６限や土・日曜日

の集中講義など大学院生が履修しやすい時間帯に授

業を設定するよう努めています。

 ★もっと詳しく知るには
　大学院基幹教育ホームページ：

http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/

gs/index

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係

　内線:90-5935

　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

教育の国際化

　「留学生30万人計画」実施に向けて、文部科学省

が平成21年度から開始した「国際化拠点整備事業

（グローバル30）」に九州大学が採択されて以降、本

学ではさらなる教育の国際化が進み、大学一体と

なって、留学生の募集から企業への就職を含む出口

支援までの一貫した事業を推進し、アジアを代表す

る世界的研究・教育拠点大学としての機能を強化す

る取組を行ってきました。グローバル30事業は平

成25年度で終了しましたが教育国際化の取組は継

続しており、平成26年度に採択された「スーパーグ

ローバル大学創成支援事業」により、本学は更なる

国際化を推進していきます。この事業では、留学生

増とともに、海外へ派遣される日本人学生増も目標

の一つとなっています。

○教育の国際化促進
　次のような施策により、2023年度までに4,700人

の留学生受入れを目指します。

（１）2学部及び全大学院に国際コースを設置

（２）留学生の受入体制を整備

○教員の英語による指導力の向上
　全学的な国際コースの開設に伴い、今後さらに英

語による教育の機会が増加していくことが予想され

る中で、講義を担当する本学教員の「英語による教

授能力」の向上を図るため、下記の事業を実施して

います。

＊ 「英語による教授能力」向上のための研修プログラム
　英語を母国語としない教員が、英語でインタラク

ティブな授業を行う際に有用な理論、技能、技術等

を修得することを目的とし、英国リーズ大学（上級

コース）とオーストラリアクイーンズランド大学（入

門コース）より講師を招聘し、実施する研修プログ

ラム（定員25名程度）

○海外オフィス等
＊海外オフィス

置をスーペスにめたう行を動活ていおに国外諸 ＜

き、現地スタッフがいるオフィス＞

・北京事務所

・カイロオフィス

・ハノイオフィス

オのてしとトンイポトクタンコるけおに国外諸 ＜

フィス＞

・カリフォルニアオフィス

・ロンドンオフィス

・ミュンヘンオフィス

・ソウルオフィス

・ワシントンD.C. オフィス

・台北オフィス

（活動内容）

　活動内容はそれぞれ異なりますが、主に、優秀な

留学生の受入拡大に向けた広報活動、諸外国の教

育・学術研究動向の収集、本学教職員・学生に対す

092-802-5935
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教
　
育

体制など）の構築や社会人、留学生、異なる専門

性を持つ学生など異なる背景を持つ学生らによる

ディスカッション等を通じ、専門知識の深化、幅

広い分野を俯瞰的に見る能力、現実の諸課題に先

導して対応できる実践力・牽引力を養成。

４）学位プログラムの運営母体と教育改革推進本部

における評価、教育サポート機構が一体となった

教育運営体制を構築し、新しい教授法の開発・改

良、FD（Faculty Development）・SD（Staff De-

velopment）の全学的な連携のもとでの継続的な

実施

３．九州大学大学院教育改革の実行計画
本指針を踏まえた各学府における大学院教育改革

の実行計画の策定を部局に要請する。その際は、実

行指針のうち、客観性のある学位審査体制の構築に

ついては当該各学府の計画に盛り込まれるよう求め

るとともに、第三期中期目標期間の終了までに全て

の学府において当該学府の実行計画を策定するよう

求めるものとする。

併せて、各部局に対して、実行指針の「ダ・ヴィ

ンチプログラム（仮称）」のような従来の専攻や学府

を越えた教育体制の検討を求めるものとする。

なお、専門職大学院については、本指針の趣旨を

踏まえ、適切な実行計画を策定されるよう要請する。

 ◆問合せ先
学務部学務企画課企画調査係　092-802-5928

　　　　　　　　　　　　　　内線　90-5928

gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

大学院基幹教育

　大学院基幹教育は本学で学ぶ大学院生を対象に開

講するもので、基幹教育院の統括、全学の協力によ

り運営がなされ、平成27年度から一部科目の開講を

始めており、平成28年度から本格実施しています。

○理念
　大学院基幹教育は、大学院における専門教育で培

われる確かな学問体系とともに、高度で広範な視野

と思考力を身に付けることで自由な発想と柔軟な思

考で創造的・批判的に現代社会が抱える問題・課題

に取り組み建設的な解決策を創出できる人材の養成

を目指します。学士課程における基幹教育と同じ考

え方に基づき、「学びの幹」として磨いてきた「もの

の見方・考え方・学び方を学ぶ力」、「真理を求め、

自律的に学び続ける態度」をさらに高めるものです。

○目的
　基幹教育を教育の根幹に据えることによって、自

律的に学習し続ける主体としての「アクティブラー

ナー」を育成することを九州大学は目標としていま

す。この目標のためには基幹教育は学部教育で閉じ

るものであってはなりません。初年次基幹教育、高

年次基幹教育と連携しつつそれを継承し、発展させ

る必要があります。学びの根幹としての基幹教育は

大学院教育においても重要な役割を果たさなくては

なりません。

　大学院教育の重

点は、もちろん各

専攻における専門

教育にあります。

それゆえ大学院に

おける基幹教育

は、専門教育と相補的な役割を果たすべきでありま

す。この考えに基づき、大学院基幹教育の中心とな

るべき「基幹科目群」では、汎用的な能力を開発する

こと、また将来の高度な知識を持った職業人、ある

いは研究者・教育者にとって必要な知識・技術の基

盤を提供することを目的とします。それは基幹教育

の仕上げであるような高いレベルのリテラシー教

育、いわば「ハイエンドリテラシー」教育を目指して

います。

　学士課程における基幹教育と同様に、大学院基幹

教育においても座学を中心とした単なる知識の伝授

を避け、双方向的で学生のアクティビティを中心と

した新しいタイプの科目を開講します。高度な専門

性を身につけつつある大学院生が、自分と異なる専

門分野の学生と協同して学習に取り組むことで、多

様な観点を統合して問題を発見し解決する方法や能

力を実践的に身につけることが可能となります。分

野にとらわれない普遍性のある能力を開発し、複雑

な問題の多面的な理解を目指しながら、専攻におけ

る研究の遂行・発展にも実践的に役立つ科目群を用

意します。教員が（研究室での活動との有機的・補

完的な有用性に着目し）履修することを指導する学

生に推奨するような科目を目指します。

○構成等
　大学院基幹教育は、理念・目的に則したその中心

となる科目による「基幹科目」群とセンターや学府等

からの自主開講科目による「展開科目」群により構成

されます。

　自主開講科目については、開講の申し出に基づき、

審査のうえ展開科目群に位置付けられることとなり

ます。（開講に係る経費、人的支援等は原則として

講義提供者の負担となります）

　開講の申し出については、前期分は前年度の１月、

後期分は当該年度の７月としています。手続き等に

ついては問合せ先まで照会願います。

　なお、開講にあたっては、5，６限や土・日曜日

の集中講義など大学院生が履修しやすい時間帯に授

業を設定するよう努めています。

 ★もっと詳しく知るには
　大学院基幹教育ホームページ：

http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/campus_life/

gs/index

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係

　内線:90-5935

　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

教育の国際化

　「留学生30万人計画」実施に向けて、文部科学省

が平成21年度から開始した「国際化拠点整備事業

（グローバル30）」に九州大学が採択されて以降、本

学ではさらなる教育の国際化が進み、大学一体と

なって、留学生の募集から企業への就職を含む出口

支援までの一貫した事業を推進し、アジアを代表す

る世界的研究・教育拠点大学としての機能を強化す

る取組を行ってきました。グローバル30事業は平

成25年度で終了しましたが教育国際化の取組は継

続しており、平成26年度に採択された「スーパーグ

ローバル大学創成支援事業」により、本学は更なる

国際化を推進していきます。この事業では、留学生

増とともに、海外へ派遣される日本人学生増も目標

の一つとなっています。

○教育の国際化促進
　次のような施策により、2023年度までに4,700人

の留学生受入れを目指します。

（１）2学部及び全大学院に国際コースを設置

（２）留学生の受入体制を整備

○教員の英語による指導力の向上
　全学的な国際コースの開設に伴い、今後さらに英

語による教育の機会が増加していくことが予想され

る中で、講義を担当する本学教員の「英語による教

授能力」の向上を図るため、下記の事業を実施して

います。

＊ 「英語による教授能力」向上のための研修プログラム
　英語を母国語としない教員が、英語でインタラク

ティブな授業を行う際に有用な理論、技能、技術等

を修得することを目的とし、英国リーズ大学（上級

コース）とオーストラリアクイーンズランド大学（入

門コース）より講師を招聘し、実施する研修プログ

ラム（定員25名程度）

○海外オフィス等
＊海外オフィス

置をスーペスにめたう行を動活ていおに国外諸 ＜

き、現地スタッフがいるオフィス＞

・北京事務所

・カイロオフィス

・ハノイオフィス

オのてしとトンイポトクタンコるけおに国外諸 ＜

フィス＞

・カリフォルニアオフィス

・ロンドンオフィス

・ミュンヘンオフィス

・ソウルオフィス

・ワシントンD.C. オフィス

・台北オフィス

（活動内容）

　活動内容はそれぞれ異なりますが、主に、優秀な

留学生の受入拡大に向けた広報活動、諸外国の教

育・学術研究動向の収集、本学教職員・学生に対す

092-802-5935

　平成30年10月1日現在、英語による教育だけで学

位が取得できる国際コースを、工学部・農学部の2

学部、及び全大学院17学府（法務学府（法科大学

院）除く）に合計69コース設置しています。

　外国人留学生や研究者の受入を円滑に行うため、

ビザ取得サポートや生活支援を行う「外国人留学

生・研究者サポートセンター」を各キャンパスに設

置しています。
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る現地での活動支援などを行っています。

＊ブランチ・オフィス
ネドンイ（スィフオ・チンラブ内学大ダマャジガ ・

シア）

・マヒドン大学内ブランチ・オフィス（タイ）

（活動内容）

　本学と当該大学との教育・研究面でのコーディ

ネートや優秀な留学生獲得を目指した広報活動等を

行うためのスペースを提供しています。

○留学生の受入
　九州大学は、学生交流協定、国費留学生制度、短

期留学プログラム等により多くの留学生を受け入れ

ています。

 ＊留学生の受入人数
　97カ国・地域から、2,521名の留学生を受け入れ

ています（平成30年11月1日現在）。

＊国費留学生制度
　国費留学生制度とは、文部科学省が世界各国からの

留学生の受入れを促進するために創設した制度です。

　この制度への申請方法は、主に、大使館推薦（新

たに海外から留学する者）、大学推薦（新たに海外か

ら留学する者）の2つがあります。

＊私費留学生への経済的支援
　私費留学生を対象に独立行政法人日本学生支援機

構（JASSO）文部科学省外国人留学生学習奨励費及び

各種財団奨励金があり、情報提供や募集の受付けな

どを行っています。

＊短期留学プログラム
（１）九州大学短期留学プログラム（JTW：Japan in 
Today’s World）
　留学生センターでは、平成6年度から海外の大

学に在籍する学生を対象とした短期留学プログラ

ム（JTW）を実施しています。本プログラムの期間

は10 ヶ月又は1学期で、日本における人文科学、

社会科学及び自然科学等の各分野について英語に

よる授業を実施するとともに、専門分野に関する

自主研究の場も提供しています。

　主に、大学間学生交流協定校からの交換留学生

を受け入れています。

（２）日本語・日本文化研修コース（JLCC：Japanese 
Language and Culture Course）
　留学生センターでは、平成12年度から外国の

大学（主に学部）に在籍する学生を対象にした日本

語・日本文化研修コース（JLCC）を実施しています。

　コース期間は11 ヶ月で、国費外国人留学生（大

使館推薦及び大学推薦）及び大学間学生交流協定

に基づく短期留学生（私費）を日本語・日本文化研

修生として受け入れています。
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（３）九州大学サマープログラム（SIJ：Summer in 
Japan）

　〔旧ATW：Asia in Today’s World〕
　国際社会の将来を担うリーダーの育成に寄与す

ることを目的として実施している約4週間のサ

マープログラムです。日本の文化や社会について

英語で学ぶ「現代日本研究入門」とインテンシブ

「日本語」の2種類の授業、九州について実地に体

験するフィールド･トリップ、 日本人家庭での

ホームステイ、 九大生チューターとの交流の４つ

の柱から成り、総合的に日本を理解するプログラ

ムとなっています。毎年20人前後の留学生を受

け入れています。

（４）九州大学・ASEAN教育交流プログラム（AsTW： 
ASEAN in Today’s World）
　本学が海外で実施している2週間の教育プログ

ラムで、ASEANと日中韓を中心とする世界中の学

生がASEAN域内の都市において共に学ぶ機会を

提供しています。本プログラムは、若い世代に

ASEANをキーワードとして国際的な共通性を習得

させ、次世代のアジアを担う人材を育てることを

目的としています。

　平成20年度から22年度はマヒドン大学（タ

イ）、平成23年度から25年度まではアテネオ・

デ・マニラ大学（フィリピン）、平成26年度から

28年度まではベトナム国家大学ハノイ校（ベトナ

ム）で開催し、平成29年度からはマラヤ大学（マ

レーシア）で開催しています。

○学生の海外派遣（交換留学含む）
　九州大学は、海外の大学との学生交流協定等に基

づき、交換留学制度、短期語学研修等により、多く

の学生を海外の大学へ派遣しています。

＊学生の海外派遣人数
　1,995名の学生を63カ国・地域の海外の大学等に

派遣しています（平成29年度）。

＊大学間交換留学制度
　大学間学生交流協定に基づき、外国の協定校との

間で学生の受入れ・派遣を行っています。授業料不

徴収、単位互換可能、学生寮への優先的入居等のメ

リットがあり、留学課を通して申請手続きを行います。

　この他に、部局で独自に学生交換を行う、部局間

学生交流協定に基づく部局間交換留学制度がありま

す。

＊学内留学
　留学生センターが実施するJTW及びSIJの授業は、

基幹教育科目として一般学生にも開放されていま

す。九大キャンパスにいながら、海外有名大学から

参加する留学生と机を並べて英語で専門科目を学ぶ

ことができる、貴重な機会を提供しています。

＊学生の海外派遣支援
　全学・部局が密に連携した戦略的・効果的な日本

人学生の海外派遣を実現するため、「グローバル学

生交流センター」を各キャンパスに設置しています。

○ EU研究のグローバルネットワーク　「ジャン・モ
ネ・センター（JMCoE）」

　九州大学EUセンターは、これまで、欧州委員会

（European Commission）からの資金援助を得たコン

ソーシアムの代表校としてEUIJ九州を運営し、EU

に関する教育・研究の向上を目指してきました。こ

れらの実績が認められ、2016年9月からEUの教育

助成プログラム（エラスムス・プラス）のもと、日本

で2拠点目となる「Jean Monnet Centre of Excellence

（ジャン・モネCoE）」を獲得しました。EUセンターで

は「ジャン・モネCoE九州」事業を実施し、さまざま

な活動を通して本学のグローバルな展開を強化して

います。

教
　
育

＊短期語学研修
　英語力を向上させるための海外研修には次のプロ

グラムなどがあります。

・モナシュ英語研修：春休みの４週間研修＠オース

トラリア

　一橋大学、お茶の水大、大阪大などの学生たちと

ともに学ぶ人気のプログラムです。

・ファースト・ステップ語学研修：夏休み／春休み

の３～４週間研修＠カナダ

　初めて留学する九大生を対象としています。

　また、英語圏以外の大学では、留学希望国の言語

の運用能力が要求されます（英語プログラムへの留

学の場合を除く）。

　本格的な留学の前に語学力をアップさせたいと

いう方には、「短期語学留学制度 The 21st Century 

Challenges in Living Abroad Program,Chinese

（CLP-C）」（中国語）があり、毎年、選考を経た学

生が３週間の語学留学に派遣されています。このプ

ログラムは、春休みに実施し、大学の支援により少

ない負担で研修を受けることができます。
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＊課題解決型高度医療人材養成プログラム
　高度な教育力・技術力を有する大学が核となっ

て、我が国が抱える医療現場の諸課題等に対して、

科学的根拠に基づいた医療が提供でき、健康長寿社

会の実現に寄与できる優れた医師・歯科医師・看護

師・薬剤師等を養成するための教育プログラムを実

践・展開する大学の優れた取組を支援

　・採択された本学の取組【平成26年度採択】

医（ムラグロプ速加療医ムーチ型化強力能践実 　　

学部保健学科）

＊未来医療研究人材養成拠点形成事業
　急速に進展する高齢化等に伴う医療課題の解決に

貢献し、国内外の医学・ 医療の発展を強力に推進す

るため、医療のパラダイムシフトの契機を生み出し

うる人材を 養成する、新規性・独創性の高い特色あ

る取組にチャレンジする大学の事業を支援

　・採択された本学の取組【平成25年度採択】

　　①イノベーションを推進する国際的人材の育成

　　②地域包括医療に邁進する総合診療医育成

　　　http://www.sogo-k.com/index.html

＊がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
　複数の大学がそれぞれの個性や特色、得意分野を

活かしながら相互に連携・補完して教育を活性化

し、がん専門医療人養成のための拠点を構築するこ

とを目的として実施

　・採択された本学の取組【平成24年度採択】

、府学系学医（ンラプ進推盤基成養ロプんが州九 　　

薬学府）

　　http://www.k-ganpro.com/

＊大学の世界展開力強化事業（＊）
　世界に雄飛する日本として誇れる人材の育成を目

指し、国際的な枠組みで、高等教育の質の保証を図

りながら、日本人学生の海外留学と外国人学生の戦

略的受入を行うアジア・米国等の大学との協働教育

による交流を行う事業に対して支援

　・採択された本学の取組

　　 の成育材人ルバーログ学工理境環ーギルネエ ①

ための大学院協働教育プログラム － ダブル

ディグリープログラムの高度化と定着・恒常

化 －　【平成28年度採択】（総合理工学府）

　　 引牽を化続持的展発の境環築建・市都アジア ②

する人材育成のための協働教育プログラム　

【平成28年度採択】（人間環境学府）

http://www.jsps.go.jp/j-tenkairyoku/h28_

kekka_saitaku_a.html

http://suae-casia.arch.kyushu-u.ac.jp/jp
＊本事業は、国際部が窓口となって担当しています。

＊ ：Ａプイタ（ 援支成創学大ルバーログーパース
トップ型）

　「大学改革」と「国際化」を断行し、国際通用性、ひ

いては国際競争力の強化に取り組む大学の教育環境

の整備支援を目的とする事業。

　本学は、「世界大学ランキングトップ100を目指

す力のある、世界レベルの教育研究を行うトップ大

学」を対象とするタイプＡ：トップ型に採択。

　・採択された本学の取組【平成26年度採択】

ルバーログプットるす化進へ来未で革改的略戦 　　

研究・教育拠点創成

cigetartS （　　  Hub Area for top-global Research 

and Education - Kyushu University: SHARE-Q）

　　http://www.share.kyushu-u.ac.jp/

＊教育プログラム採択状況
http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/program/

adoption/

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課企画調査係　092-802-5928

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5928

　gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

本学学生にEUについての体系的学習の機会を提供

します。夏季合宿、EU研修旅行を実施します。

＊研究
　学術シンポジウムの実施、学術雑誌（電子ジャー

ナル）の発行

＊情報発信
　一般向け講演会を実施し、またHPやSNS、オン

ラインニュースレターなどにより活動情報を発信し

ます。

＊他機関との提携・協力
　国内外のEUセンターとの協力活動を展開します。

 ★もっと詳しく知るには
サbeWータンセトーポサ者究研・生学留人国外 ・

イト

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/supportcenter/

・Global Gateways

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb

・EUセンター（ジャン・モネCoE九州（JMCoE-Q））

　Webサイト

http://eu.kyushu-u.ac.jp

 ◆問合せ先
・留学生の受入 / 学生の海外派遣について

　国際部留学課国際学生交流係　092-802-2269  

　intlrkoryu@jimu.kyushu-u.ac.jp

・外国人留学生・研究者サポートセンターについて

　外国人留学生・研究者サポートセンター

　092-802-2280

　内線:90-2280

　intlgrksc@jimu.kyushu-u.ac.jp

・ジャン･モネCoE九州（JMCoE-Q）について

　EUセンター

　092-802-2190

　内線:90-2190

　eucentre@jimu.kyushu-u.ac.jp

教育関係の外部資金事業

　文部科学省では、各大学が実施する教育改革の取

組の中から、優れた取組を選び、補助金等でその取

組を財政的に支援しており、これまでに多数の採択

を受けています。事業期間終了後も、これまでの大

学の事業の取組成果を大学全体で共有し、活用する

ことが求められています。

○近年採択された主な事業
　GP事業として今まで数多くのプログラムが実施

され、本学はたくさんの採択を受けました。最近採

択を受けたものとしては、次の取組があります。

＊ 博士課程教育リーディングプログラム
　優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え幅広く産学官

にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くた

め、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・

学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士

課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保証さ

れた学位プログラムを構築・展開する大学院教育の

抜本的改革を支援

　・補助事業期間が終了した取組

　・採択された本学の取組

成育ーダーリ究研際国スイバデムテスシ子分 ① 　

および国際教育研究拠点形成（工学府、理学

府、システム情報科学府）【平成24年度採択】

　http://molecular-device.kyushu-u.ac.jp/

理合総（ムラグロプ略戦際国アジアンーリグ ② 　　

工学府、工学府）【平成24年度採択】

　http://www.tj.kyushu-u.ac.jp/leading/

＊ 科学技術イノベーション政策における「政策のた
めの科学」基盤的研究・人材育成拠点整備事業

　客観的根拠に基づく政策形成を行う高度専門人材

や、「政策のための科学」という新たな研究領域の発

展の担い手となる研究者等の育成を支援

　・採択された本学の取組【平成23年度採択】

たの策政「るけおに策政ンョシーベノイ術技学科 　　

めの科学」基盤的研究・人材育成拠点整備事業

　　http://www.sti.kyushu-u.ac.jp/index.php

＊教育
　EU研究ディプロマプログラム（EU-DPs）を通して

　 グロプ院学大学科断決く拓を会社な能可続持 ①

ラム（全学府）【平成25年度採択】

https://ura.kyushu-u.ac.jp/research-info/

fund-search/
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＊課題解決型高度医療人材養成プログラム
　高度な教育力・技術力を有する大学が核となっ

て、我が国が抱える医療現場の諸課題等に対して、
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　・採択された本学の取組【平成26年度採択】
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　急速に進展する高齢化等に伴う医療課題の解決に

貢献し、国内外の医学・ 医療の発展を強力に推進す

るため、医療のパラダイムシフトの契機を生み出し

うる人材を 養成する、新規性・独創性の高い特色あ

る取組にチャレンジする大学の事業を支援

　・採択された本学の取組【平成25年度採択】

　　①イノベーションを推進する国際的人材の育成

　　②地域包括医療に邁進する総合診療医育成

　　　http://www.sogo-k.com/index.html

＊がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
　複数の大学がそれぞれの個性や特色、得意分野を

活かしながら相互に連携・補完して教育を活性化

し、がん専門医療人養成のための拠点を構築するこ

とを目的として実施

　・採択された本学の取組【平成24年度採択】

、府学系学医（ンラプ進推盤基成養ロプんが州九 　　

薬学府）

　　http://www.k-ganpro.com/

＊大学の世界展開力強化事業（＊）
　世界に雄飛する日本として誇れる人材の育成を目

指し、国際的な枠組みで、高等教育の質の保証を図

りながら、日本人学生の海外留学と外国人学生の戦

略的受入を行うアジア・米国等の大学との協働教育

による交流を行う事業に対して支援

　・採択された本学の取組

　　 の成育材人ルバーログ学工理境環ーギルネエ ①

ための大学院協働教育プログラム － ダブル

ディグリープログラムの高度化と定着・恒常

化 －　【平成28年度採択】（総合理工学府）

　　 引牽を化続持的展発の境環築建・市都アジア ②

する人材育成のための協働教育プログラム　

【平成28年度採択】（人間環境学府）

http://www.jsps.go.jp/j-tenkairyoku/h28_
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＊本事業は、国際部が窓口となって担当しています。

＊ ：Ａプイタ（ 援支成創学大ルバーログーパース
トップ型）

　「大学改革」と「国際化」を断行し、国際通用性、ひ

いては国際競争力の強化に取り組む大学の教育環境

の整備支援を目的とする事業。

　本学は、「世界大学ランキングトップ100を目指

す力のある、世界レベルの教育研究を行うトップ大

学」を対象とするタイプＡ：トップ型に採択。

　・採択された本学の取組【平成26年度採択】

ルバーログプットるす化進へ来未で革改的略戦 　　
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cigetartS （　　  Hub Area for top-global Research 
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＊教育プログラム採択状況
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adoption/
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　学務部学務企画課企画調査係　092-802-5928

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5928

　gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

本学学生にEUについての体系的学習の機会を提供

します。夏季合宿、EU研修旅行を実施します。

＊研究
　学術シンポジウムの実施、学術雑誌（電子ジャー

ナル）の発行

＊情報発信
　一般向け講演会を実施し、またHPやSNS、オン

ラインニュースレターなどにより活動情報を発信し

ます。

＊他機関との提携・協力
　国内外のEUセンターとの協力活動を展開します。

 ★もっと詳しく知るには
サbeWータンセトーポサ者究研・生学留人国外 ・

イト

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/supportcenter/

・Global Gateways

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb

・EUセンター（ジャン・モネCoE九州（JMCoE-Q））

　Webサイト

http://eu.kyushu-u.ac.jp

 ◆問合せ先
・留学生の受入 / 学生の海外派遣について

　国際部留学課国際学生交流係　092-802-2269  

　intlrkoryu@jimu.kyushu-u.ac.jp

・外国人留学生・研究者サポートセンターについて

　外国人留学生・研究者サポートセンター
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教育関係の外部資金事業
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組の中から、優れた取組を選び、補助金等でその取

組を財政的に支援しており、これまでに多数の採択

を受けています。事業期間終了後も、これまでの大

学の事業の取組成果を大学全体で共有し、活用する

ことが求められています。

○近年採択された主な事業
　GP事業として今まで数多くのプログラムが実施

され、本学はたくさんの採択を受けました。最近採

択を受けたものとしては、次の取組があります。

＊ 博士課程教育リーディングプログラム
　優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え幅広く産学官

にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くた

め、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・

学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士

課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保証さ

れた学位プログラムを構築・展開する大学院教育の

抜本的改革を支援

　・補助事業期間が終了した取組

　・採択された本学の取組

成育ーダーリ究研際国スイバデムテスシ子分 ① 　

および国際教育研究拠点形成（工学府、理学

府、システム情報科学府）【平成24年度採択】

　http://molecular-device.kyushu-u.ac.jp/

理合総（ムラグロプ略戦際国アジアンーリグ ② 　　
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＊ 科学技術イノベーション政策における「政策のた
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展の担い手となる研究者等の育成を支援
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たの策政「るけおに策政ンョシーベノイ術技学科 　　

めの科学」基盤的研究・人材育成拠点整備事業

　　http://www.sti.kyushu-u.ac.jp/index.php

＊教育
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教
　
育
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います。

また、同システムは大学から学生へ情報配信を行

うポータルサイトとしての機能も有し、学生に対し

て自然災害時の緊急連絡のみならず、シラバスの閲

覧、履修登録、成績確認、求人票の閲覧、海外留学

情報の配信などのサービスの提供を行っています。

同システムは平成29年11月にバージョンアップ

を実施し、現在は学内の各関係システムへ基本情報

の連携、データ提供を行う大学の基幹システムと

なっています。

○ ログイン
　学務情報システムへログインするには、全学共通

ID（SSO-KID）及び事前の利用者登録が必要です。

非常勤等で全学共通IDを持っていない方も、申請

により全学共通ID を取得することができます。

なお、原則として講義の担当となった教員を利用

者として登録しますので、全学共通IDでログインで

きない場合は各部局の教務担当係にお問い合わせく

ださい。

○ シラバス登録
担当授業科目のシラバスは、一部の部局を除き、

学務情報システムのWebシステムを利用し登録・

更新、学内外に公開しています。

登録期間は部局により異なりますので、各部局の

教務担当係からの連絡に基づき、登録を行ってくだ

さい。

○履修登録（履修者名簿の取得）
履修登録は、学務情報システムを利用し、学生が

Webにより行います。なお、医学部（保健学科を除

く）の専攻教育科目、一部の大学院、集中講義等は

Web履修登録を行っていません。

サーバ側で、履修情報について教員への転送処理

を行うと、履修者名簿をWebシステムでダウンロー

ドすることができます。履修者名簿のダウンロード

は学外からも行うことができますが、学外から利用

する場合はマトリックスパスワードによる認証が必

要です（※マトリックスパスワードについては、

http://web.sso.kyushu-u.ac.jp/pw/qmax/を参照して

ください）。

○ 成績登録
担当授業科目の成績報告は、Webシステムを利用

し学内外から登録することができます。

ただし、学外から利用する場合は、受講者名簿の

ダウンロードと同様にマトリックスパスワードによ

る認証が必要です。

なお、保健学科を除く医学部の科目や一部の大学

院、集中講義等については、Webシステムを利用し

ていません。成績報告の期間や提出方法については、

各部局の教務担当係へ確認してください。

○ 動作環境
学務情報システムの利用にあたり推奨する OS 及

びブラウザは次のとおりです（平成30年2月時点）。

（Windows） OS : Windows 7 以上

ブラウザ: をンョジーバの新最でザウラブの下以 

使用してください。

Internet Explorer/Microsoft  Edge/

Mozilla Firefox/Google Chrome

（Mac） OS : macOS X（最新のバージョンを推奨）

ブラウザ: をンョジーバの新最でザウラブの下以 

使用してください。

Safari/Mozilla Firefox/Google Chrome

 ★もっと詳しく知るには
・附属図書館付設教材開発センター　

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/

　※録画した授業も上記から閲覧できます。

 ◆問合せ先
・附属図書館付設教材開発センター事務　

　tokyozai@jimu.kyushu-u.ac.jp　092-802-6106

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-6106

学務情報システム

学務情報システムは、学生の基本情報・学籍異

動・履修成績などの情報や、シラバス・履修者名

簿・成績登録など講義に関する情報を管理するシス

テムで、データベースシステムと事務職員が使用す

るクライアントシステム及び学生・教職員が使用す

るWebアプリケーションシステムから構成されて○評価
　採択部局は、プログラム実施期間中、支援期間終

了後及び支援期間終了から１年後に、教育改革推進

本部のもとに設けるNEEP実施委員会において評価

を受けていただきます。プログラム実施期間中に行

う評価においてはプログラムの進捗状況を確認し、

進捗状況に応じて支援額を決定します。

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課企画調査係　092-802-5928

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5928

　gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

高品質な教材の制作・支援・公開

○九州大学附属図書館付設教材開発センターとは 
　教材開発センターは、九州大学における教材の質

を向上し、教育の質を改善するため、2011年4月に

設置されました。センターは、教員の教材制作・支

援、革新的な教材や教育方法を開発・提案するなど、

以下のような様々な活動に取り組んでいます。 

１．教材制作支援

①教員が教材を制作する際に手間がかかる図や表

の作成を支援します。

②教材を制作するためのソフトウエア、教材制作

における著作権処理についてFD講習会を開催

するなどして、教員のスキルアップを支援しま

す。

③音と映像の相互関係を活かし、より効果的に学

習可能な、今までにない映像コンテンツとして

の教材を開発し、提案していきます。

④部局と協力・連携して、各種教材の共同制作・

支援を行います。ビデオ教材によるMOOCs

（Massive Open Online Courses）やSPOC（Small

Private Online Course）等に対応できるようにス

タジオを整備しており、英語を使ったビデオ教

材を始め、本学の優れた研究者の最先端の研究

や若手研究者のユニークな研究内容を紹介する

研究者紹介ビデオなど、高品質な教材の制作に

注力します。

２．授業の録画・公開 

　授業の録画、また撮影した授業映像の公開を支援

します。授業映像を公開することで3つの大きなメ

リットがあります。

①授業映像を公開すると、当該学期は授業の復習

に、次年度以降は授業の予習に使用でき、学生

の学修時間を延ばし、内容の理解を促進させる

ことが期待できます。 

②授業映像を世界に公開することで、優秀な学生

が来てくれる可能性が高まります。 

③英語の授業映像を公開すると、優秀な外国人留

学生が研究室を希望する可能性が高まります。 

３．教材の公開

①制作した教材を公開する際に問題になる著作権

処理を支援します。これによって、これまで著

作権が未処理のために公開できなかった教材の

公開を促進できます。

②制作した教材は、当センターやQOCWで公開し、

映像教材の配信は、YouTube、学内サイト、

iTunesUを利用できます。公開範囲を制御する

こともできます。

４．教育・学習環境

①3DCG等のICT を活用した、分かり易い教材を

開発し、授業などで利用することで、学生に学

習内容に対する興味を喚起させ、内容理解を促

進させることが期待できます。

②教員が話し、学生が聞くだけというこれまでの

授業形態ではなく、学生も参加してともに学ぶ

という新たな教育・学習環境の提案・開発・普

及を行うので、学生から見て、より楽しい授業

が期待できます。

NＥＥＰ（教育の質向上支援プログラム）

平成27年まで本学で実施していたEEPの発展的な

プログラムとして、本学の中期目標・中期計画に掲

げる教育に関する目標・計画の達成に資する部局等

の中長期的かつ戦略的な取組のスタートアップを支

援することにより、教員及び組織の教育力の向上を

図り、本学の教育改革を推進するために部局等に対

し経費を措置し支援するNEEP（教育の質向上支援

プログラム）を平成30年度から実施しています。

対象事業については、カリキュラム改善や新たな

教育手法を取り入れる取組、学位の質保証に関する

取組など、九州大学の教育改革の方向性に沿った取

組内容であり、かつ、全学的な波及効果が期待でき

るものとすることを求めており、また、支援期間終

了後も自立的に継続することを求めています。
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います。
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覧、履修登録、成績確認、求人票の閲覧、海外留学

情報の配信などのサービスの提供を行っています。
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を実施し、現在は学内の各関係システムへ基本情報

の連携、データ提供を行う大学の基幹システムと
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○ ログイン
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ID（SSO-KID）及び事前の利用者登録が必要です。

非常勤等で全学共通IDを持っていない方も、申請

により全学共通ID を取得することができます。

なお、原則として講義の担当となった教員を利用

者として登録しますので、全学共通IDでログインで

きない場合は各部局の教務担当係にお問い合わせく

ださい。

○ シラバス登録
担当授業科目のシラバスは、一部の部局を除き、

学務情報システムのWebシステムを利用し登録・

更新、学内外に公開しています。

登録期間は部局により異なりますので、各部局の

教務担当係からの連絡に基づき、登録を行ってくだ

さい。

○履修登録（履修者名簿の取得）
履修登録は、学務情報システムを利用し、学生が

Webにより行います。なお、医学部（保健学科を除

く）の専攻教育科目、一部の大学院、集中講義等は

Web履修登録を行っていません。

サーバ側で、履修情報について教員への転送処理

を行うと、履修者名簿をWebシステムでダウンロー

ドすることができます。履修者名簿のダウンロード

は学外からも行うことができますが、学外から利用

する場合はマトリックスパスワードによる認証が必

要です（※マトリックスパスワードについては、

http://web.sso.kyushu-u.ac.jp/pw/qmax/を参照して

ください）。

○ 成績登録
担当授業科目の成績報告は、Webシステムを利用

し学内外から登録することができます。

ただし、学外から利用する場合は、受講者名簿の

ダウンロードと同様にマトリックスパスワードによ

る認証が必要です。

なお、保健学科を除く医学部の科目や一部の大学

院、集中講義等については、Webシステムを利用し

ていません。成績報告の期間や提出方法については、

各部局の教務担当係へ確認してください。

○ 動作環境
学務情報システムの利用にあたり推奨する OS 及

びブラウザは次のとおりです（平成30年2月時点）。
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ブラウザ: をンョジーバの新最でザウラブの下以 

使用してください。

Internet Explorer/Microsoft  Edge/

Mozilla Firefox/Google Chrome
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使用してください。
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学務情報システム
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るクライアントシステム及び学生・教職員が使用す

るWebアプリケーションシステムから構成されて○評価
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了後及び支援期間終了から１年後に、教育改革推進

本部のもとに設けるNEEP実施委員会において評価

を受けていただきます。プログラム実施期間中に行
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進捗状況に応じて支援額を決定します。
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　教材開発センターは、九州大学における教材の質

を向上し、教育の質を改善するため、2011年4月に

設置されました。センターは、教員の教材制作・支

援、革新的な教材や教育方法を開発・提案するなど、

以下のような様々な活動に取り組んでいます。 

１．教材制作支援

①教員が教材を制作する際に手間がかかる図や表

の作成を支援します。

②教材を制作するためのソフトウエア、教材制作

における著作権処理についてFD講習会を開催

するなどして、教員のスキルアップを支援しま

す。

③音と映像の相互関係を活かし、より効果的に学

習可能な、今までにない映像コンテンツとして

の教材を開発し、提案していきます。

④部局と協力・連携して、各種教材の共同制作・

支援を行います。ビデオ教材によるMOOCs

（Massive Open Online Courses）やSPOC（Small
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タジオを整備しており、英語を使ったビデオ教

材を始め、本学の優れた研究者の最先端の研究
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処理を支援します。これによって、これまで著
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平成27年まで本学で実施していたEEPの発展的な
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援することにより、教員及び組織の教育力の向上を

図り、本学の教育改革を推進するために部局等に対

し経費を措置し支援するNEEP（教育の質向上支援

プログラム）を平成30年度から実施しています。

対象事業については、カリキュラム改善や新たな

教育手法を取り入れる取組、学位の質保証に関する

取組など、九州大学の教育改革の方向性に沿った取

組内容であり、かつ、全学的な波及効果が期待でき

るものとすることを求めており、また、支援期間終

了後も自立的に継続することを求めています。
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【 学位審査に関する通報窓口 】
　学務部学務企画課長補佐　　　電話）092-802-5912（ダイヤルイン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   内線:90-5912
　★もっと詳しく知るには：https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/contact/gakuituho

【その他の相談・通報窓口】
　※ハラスメント相談・苦情申し立て： 各地区のハラスメント相談員
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publication/harassment/
　※研究不正申立窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/f/31278/renraku_h2908.pdf
　※研究費の不正使用に関わる通報窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/research/ethics/prevention/madoguchi/
　※学生なんでも相談窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/contact/consultation/

　＊通報者の保護
　　通報された方が通報したことを理由に不利益な扱いを受けることはありません。

 ◆学位に関する問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係

　092-802-5935
　内線:90-5935
　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

学位論文等剽窃防止のためのソフト
ウェア（iThenticate）

○概要
　全教員が活用できる共通インフラとして学術論文

等について独自性や引用に関する表記もれなどをオ

ンライン上で既存の情報と照合することができる剽

窃防止のためのソフトウェア（iThenticate）を平成

26年7月に導入しました。

○導入の背景
　インターネットの普及により、世界中の様々な情

報を入手することが可能となった現在、論文等の作

成において、他者の研究成果を正当なルールに基づ

かず悪意を持って使用する盗用や剽窃が行われる危

険性が増しています。

　また、学位論文は学術情報リポジトリを用いて公

表することになり、論文の内容がより広い範囲で簡

便に読まれることとなりました。このことから、大

学が所有する学位授与の権能の信頼性を維持するた

めには、学位論文の独創性については、これまで以

上に留意されなければならず、本学における論文作

成のルール等の教育は、特に研究指導の一環として、

日常的に行われているものの、今後はより厳正な対

応が必要となることから剽窃をチェックするソフト

ウェアを導入することとなりました。

 ★もっと詳しく知るには
・学位論文等剽窃防止のためのソフトウェア

（iThenticate）

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/Qdai-only/

guide-system/ithenticate

 ◆問合せ先
　○iThenticateの運用に関すること

　　学務部学務企画課教務・学務情報係

　　092-802-5935

　　内線:90-5935

　　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp 

　○iThenticateの技術・操作に関すること

　　情報統括本部学務教務支援事業室

　　092-802-2628

　　内線:90-7528

　　st-room@iii.kyushu-u.ac.jp

成績通知書の保護者等（保証人）
への送付について

　平成22年度以降入学者（学部学生）を対象に、そ

の保護者等に対し、本学の修学指導への理解と協力

を得ることを目的に、成績通知書を送付しています。

　1年次から最終年次までの11月と5月の年2回送

付し、最後の通知となる卒業時の成績は、4月に送

付します。

　なお、個人情報保護の対応から学生から同意書を

徴しています。

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係　

　内線:90-5939

　gapjoho@jimu.kyushu-u.ac.jp

成績通知書送付の流れ等
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学位：厳正な学位審査・通報窓口等

○学位（博士）について
　本学において授与可能な学位

には「博士」「修士」「専門職学

位」「学士」の4種類があります。

　そのうち、「博士」の学位につ

いては、日本においては最上位

の学位であり、大学院博士後期課程の修了者、ある

いは学府への論文提出により博士と同等の能力を持

つと認められた者に対して大学から授与されます。

前者を「課程博士」、後者を「論文博士」と呼び、い

ずれも各大学院における学位論文の審査により授与

に値すると判定され、本学総長により学位を授与さ

れます。

○厳正な学位審査体制等の確立について
＊趣旨と本学における取組
　近年、高等教育の国際化の中で、大学院教育の組

織的な展開の強化と学位の国際的な通用性・信頼性

の確保が求められていますが、昨今、他大学におけ

る学位審査及び取得にかかる不祥事に伴い、大学に

おける厳正な学位審査体制等の確立及びその徹底に

ついても要望されています。

　本学においても、学位審査に関して大学教育職員

に対し公明正大な態度で臨むことを徹底するととも

に、①公開での博士論文発表会の実施、②共同研究

者の同意書の必須化、③通報・相談窓口の設置等に

より透明性・客観性を確保するための学位審査体制

の確立に努めています。

＊通報窓口　
　本学では、本学が授与する学位の審査において、

審査の透明性及び客観性の確保に努め、厳正な審査

を実施するための体制の一つとして、学位審査に関

する通報窓口を設置しています。

　学位審査における不正などの通報・相談について

は、前頁の問合せ先の窓口にご連絡ください。

●関連システム
○ 証明書自動発行システム

学生が在学証明書や学割証、健康診断証明書、成

績証明書、卒業（修了）見込証明書の交付を、各キャ

ンパスに設置している証明書自動発行機から受ける

ことができます。

 ★もっと詳しく知るには
・学務情報システム Web システム

https://ku-portal.kyushu-u.ac.jp/

・学務情報システム（Webシステム）操作マニュアル  

https:/www.kyushu-u.ac.jp/f/31999/manu.pdf

 
◆問合せ先
・学移部学務企画課教務・学務情報係

　092-802-5939

　　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5939
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【 学位審査に関する通報窓口 】
　学務部学務企画課長補佐　　　電話）092-802-5912（ダイヤルイン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   内線:90-5912
　★もっと詳しく知るには：https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/contact/gakuituho

【その他の相談・通報窓口】
　※ハラスメント相談・苦情申し立て： 各地区のハラスメント相談員
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publication/harassment/
　※研究不正申立窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/f/31278/renraku_h2908.pdf
　※研究費の不正使用に関わる通報窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/research/ethics/prevention/madoguchi/
　※学生なんでも相談窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/contact/consultation/

　＊通報者の保護
　　通報された方が通報したことを理由に不利益な扱いを受けることはありません。

 ◆学位に関する問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係

　092-802-5935
　内線:90-5935
　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

学位論文等剽窃防止のためのソフト
ウェア（iThenticate）

○概要
　全教員が活用できる共通インフラとして学術論文

等について独自性や引用に関する表記もれなどをオ

ンライン上で既存の情報と照合することができる剽

窃防止のためのソフトウェア（iThenticate）を平成

26年7月に導入しました。

○導入の背景
　インターネットの普及により、世界中の様々な情

報を入手することが可能となった現在、論文等の作

成において、他者の研究成果を正当なルールに基づ

かず悪意を持って使用する盗用や剽窃が行われる危

険性が増しています。

　また、学位論文は学術情報リポジトリを用いて公

表することになり、論文の内容がより広い範囲で簡

便に読まれることとなりました。このことから、大

学が所有する学位授与の権能の信頼性を維持するた

めには、学位論文の独創性については、これまで以

上に留意されなければならず、本学における論文作

成のルール等の教育は、特に研究指導の一環として、

日常的に行われているものの、今後はより厳正な対

応が必要となることから剽窃をチェックするソフト

ウェアを導入することとなりました。

 ★もっと詳しく知るには
・学位論文等剽窃防止のためのソフトウェア

（iThenticate）

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/Qdai-only/

guide-system/ithenticate

 ◆問合せ先
　○iThenticateの運用に関すること

　　学務部学務企画課教務・学務情報係

　　092-802-5935

　　内線:90-5935

　　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp 

　○iThenticateの技術・操作に関すること

　　情報統括本部学務教務支援事業室

　　092-802-2628

　　内線:90-7528

　　st-room@iii.kyushu-u.ac.jp

成績通知書の保護者等（保証人）
への送付について

　平成22年度以降入学者（学部学生）を対象に、そ

の保護者等に対し、本学の修学指導への理解と協力

を得ることを目的に、成績通知書を送付しています。

　1年次から最終年次までの11月と5月の年2回送

付し、最後の通知となる卒業時の成績は、4月に送

付します。

　なお、個人情報保護の対応から学生から同意書を

徴しています。

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係　

　内線:90-5939

　gapjoho@jimu.kyushu-u.ac.jp

成績通知書送付の流れ等
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学位：厳正な学位審査・通報窓口等

○学位（博士）について
　本学において授与可能な学位

には「博士」「修士」「専門職学

位」「学士」の4種類があります。

　そのうち、「博士」の学位につ

いては、日本においては最上位

の学位であり、大学院博士後期課程の修了者、ある

いは学府への論文提出により博士と同等の能力を持

つと認められた者に対して大学から授与されます。

前者を「課程博士」、後者を「論文博士」と呼び、い

ずれも各大学院における学位論文の審査により授与

に値すると判定され、本学総長により学位を授与さ

れます。

○厳正な学位審査体制等の確立について
＊趣旨と本学における取組
　近年、高等教育の国際化の中で、大学院教育の組

織的な展開の強化と学位の国際的な通用性・信頼性

の確保が求められていますが、昨今、他大学におけ

る学位審査及び取得にかかる不祥事に伴い、大学に

おける厳正な学位審査体制等の確立及びその徹底に

ついても要望されています。

　本学においても、学位審査に関して大学教育職員

に対し公明正大な態度で臨むことを徹底するととも

に、①公開での博士論文発表会の実施、②共同研究

者の同意書の必須化、③通報・相談窓口の設置等に

より透明性・客観性を確保するための学位審査体制

の確立に努めています。

＊通報窓口　
　本学では、本学が授与する学位の審査において、

審査の透明性及び客観性の確保に努め、厳正な審査

を実施するための体制の一つとして、学位審査に関

する通報窓口を設置しています。

　学位審査における不正などの通報・相談について

は、前頁の問合せ先の窓口にご連絡ください。

●関連システム
○ 証明書自動発行システム

学生が在学証明書や学割証、健康診断証明書、成

績証明書、卒業（修了）見込証明書の交付を、各キャ

ンパスに設置している証明書自動発行機から受ける

ことができます。

 ★もっと詳しく知るには
・学務情報システム Web システム

https://ku-portal.kyushu-u.ac.jp/

・学務情報システム（Webシステム）操作マニュアル  

https:/www.kyushu-u.ac.jp/f/31999/manu.pdf

 
◆問合せ先
・学移部学務企画課教務・学務情報係

　092-802-5939

　　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5939
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 ★もっと詳しく知るには
・キャンパスライフ・健康支援センター

　http://www.chc.kyushu-u.ac.jp/

・ハラスメント相談室　　

http://harassment-cc.kyushu-u.ac.jp/

・留学生センター

　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/center/home.htm

・学生何でも相談窓口

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

contact/consultation/ 

心理相談、障害者支援などさまざまな相談・支援窓

口があり、同センターに所属する専任の教員等が専

門的立場から支援を行います。

○キャンパスライフ・健康支援センター
・コーディネート室

学生のメンタルヘルス

　心身的にも社会的にもおとなとこどもの境界領域

にある学生にとって大学生活は、さまざまな経験の

場とも言えますが、いざ問題に直面した時に、それ

を学生自身の力で解決していくことが困難な場合も

あります。その時は、教職員をはじめ、保護者、友

人など学生を見守る関係者の助力が必要になります。

　学生に関して、些細なことでも気になることがあ

る場合は、教員と関係各部署が連携し早期に問題解

決するためにも、是非、下記の窓口へ相談、または

情報提供をお願いします。

　また、学内において、カルト集団や過激活動集団

による学生に対する勧誘なども見受けられますし、

いじめや虐待、ハラスメント、社会的ひきこもり、

さまざまな社会的逸脱行動、自殺、さらに近年徐々

に若年層に浸透しつつある薬物乱用の問題などさま

ざまな問題がありますので、これらのような事例に

も注意が必要です。

　キャンパスライフ・健康支援センターには、医師

やカウンセラーおよび保健師などによる健康相談、

障害のある学生からの授業・試験に
関する合理的配慮の要望について

　平成28年4月より障害者差別解消法が施行され、

本学では差別の禁止および合理的配慮の提供が法的

義務となりました。そのため平成28年4月1日付で、

「国立大学法人九州大学における障害を理由とする

差別の解消の推進に関する規程」および「障害を理

由とする差別の解消の推進に関する実施要領」を定

め、社会に開かれた大学として、障害者支援を推進

しています。障害のある学生から合理的配慮の要望

があった場合は、下図の手続きを経て、授業担当教

員へ授業・試験における配慮を依頼します。配慮実

施にあたっては、学生と教員との相談（建設的対

話）が必要ですので、基幹教育コーディネーターお

よび各部局の教務担当職員から連絡があった際は、

ご対応をお願いします。

合理的配慮とは
　障害のある人とない人の平等な機会を確保す

るために、周りや大学などがすべき、無理のな

い配慮です。

　教育の本質を変更しない範囲内で障害の状態や

性別、年齢などを考慮した変更や調整、サービス

を提供することを「合理的配慮」といいます。

１．学生からの事前相談
　学生は右記のインクルージョン支援推進室へまず相
談します。

2. 学生による「合理的配慮要望書」の作成
　学生はインクルージョン支援推進室の担当者と面談
の上，授業・試験に関する合理的配慮要望書を作成し
ます。
＊配慮申請には，医師からの診断書（写し）等の証明
が必要となる場合があります。

３．学生による「合理的配慮要望書」の提出
　学生は作成した合理的配慮要望書を学生支援課へ提
出します。

４．部局における合理的配慮の協議
　提出された合理的配慮要望書は学生が所属する部局
に送られて配慮内容が協議されます。

５．部局における合理的配慮内容の決定・通知
　配慮内容が決定すると，提出した学生及び授業担当
教員へ配慮内容の決定通知が送付されます。

６．授業担当教員との相談（建設的対話）
　授業の目的や形態との関連により，実施する配慮内
容は変わることがあります。そのため、実施する具体
的な配慮内容については，学生が各授業担当教員と直
接相談（建設的対話）することとなります。

７．モニタリング
　合理的配慮がどのように実施されているのかという
ことについて , 障害者支援推進専門委員会によるモニ
タリングを半年に１回実施しています。

相　談　窓　口
キャンパスライフ・健康支援センター
・インクルージョン支援推進室：

092-802-5859（Tel & Fax）
Email:inclusion@chc.kyushu-u.ac.jp
（センター 1号館1階1104室）

学生からの不服申し立て
学生が配慮内容に不満や疑問がある場合、不服申し立
てをする事ができる仕組みになっています。

―このような制度もあります―
「長期履修学生制度」について
　障害・疾患があるなどの理由により修学に相当な制
限を受ける学生は「長期履修学生制度」の対象となり
ます。
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 ★もっと詳しく知るには
・キャンパスライフ・健康支援センター

　http://www.chc.kyushu-u.ac.jp/

・ハラスメント相談室　　

http://harassment-cc.kyushu-u.ac.jp/

・留学生センター

　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/center/home.htm

・学生何でも相談窓口

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

contact/consultation/ 

心理相談、障害者支援などさまざまな相談・支援窓

口があり、同センターに所属する専任の教員等が専

門的立場から支援を行います。

○キャンパスライフ・健康支援センター
・コーディネート室

学生のメンタルヘルス

　心身的にも社会的にもおとなとこどもの境界領域

にある学生にとって大学生活は、さまざまな経験の

場とも言えますが、いざ問題に直面した時に、それ

を学生自身の力で解決していくことが困難な場合も

あります。その時は、教職員をはじめ、保護者、友

人など学生を見守る関係者の助力が必要になります。

　学生に関して、些細なことでも気になることがあ

る場合は、教員と関係各部署が連携し早期に問題解

決するためにも、是非、下記の窓口へ相談、または

情報提供をお願いします。

　また、学内において、カルト集団や過激活動集団

による学生に対する勧誘なども見受けられますし、

いじめや虐待、ハラスメント、社会的ひきこもり、

さまざまな社会的逸脱行動、自殺、さらに近年徐々

に若年層に浸透しつつある薬物乱用の問題などさま

ざまな問題がありますので、これらのような事例に

も注意が必要です。

　キャンパスライフ・健康支援センターには、医師

やカウンセラーおよび保健師などによる健康相談、

教
　
育

　総合相談窓口的役割を持ち、専任のコーディネー

ター（教員）が、部局等の教員と密接に連携をとり、

高リスク学生の情報を把握します。また、学生の状

態を評価して、学内カウンセラーや医師、保護者、

学外関係機関（医療・福祉・教育等）と連携して支

援を行っています。

　どこに相談したら良いか分からない場合はコー

ディネート室にご連絡下さい。

・学生相談室

　専任のカウンセラー（教員）が、カウンセリング

を中心として、学生としての生き方、対人関係、進

路選択、修学上の悩みなど広く相談に応じています。

また、各学部・学府から選ばれた相談員が、専門分

野の修学に関する相談に応じています。

・健康相談室

　医師（教員）や保健師（または看護師）が、学生

の定期健康診断をはじめ、健康相談、精神保健相談、

カウンセリング及び応急処置などを行っています。

・インクルージョン支援推進室

　障害・疾患のある学生の修学における合理的配慮

に向けた支援を行っています。

・健康開発・情報支援室

　専任の教員が、全学学生の健康データを収集・分

析・情報発信を行うとともに、健康面でリスクを抱

える学生に対してグループ活動でのセルフケア指導

を行っています。

○ハラスメント相談室
　専門の相談員がハラスメント（人としての尊厳を

侵害する行為）に関する相談に対して助言やカウン

セリングを行っています。

○留学生センター
　留学生に対する日本語教育・日本事情教育および

短期留学生プログラムの運営、並びに留学生指導・

相談を行っています。なお、学生相談については、

指導部門の教員が中心となり対応しています。

○何でも相談窓口
　全学に5 ヶ所の相談窓口があり、学務系職員が対

応しています。学生のちょっとした疑問、質問、相

談に対応する窓口的役割を持ち、相談内容により、

キャンパスライフ・健康支援センター、ハラスメン

ト相談室、留学生センターなどと連携し対応してい

ます。
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【九州大学喫煙対策宣言】
　喫煙が及ぼす人体への影響は、喫煙者本人の健康

に重大な悪影響を与えるだけにとどまらず、受動喫

煙による非喫煙者への健康にも深刻な影響を与える

恐れがあることは社会一般に良く知られるところで

ある。

　九州大学は、未成年者を含む学生、病院を利用す

る患者とその家族、近隣住民等が集まる公共の場で

もある。今般の喫煙に対する社会認識の変化と大学

の使命を踏まえ、受動喫煙による教職員、学生及び

学内外関係者の健康被害を防止する必要がある。

　よって、本学における適切な喫煙対策を実施し、

快適な職場環境及び研究・修学環境の形成を目指し

て継続的な活動を行うため、下記のとおり「九州大

学喫煙対策基本方針」を定める。

【九州大学喫煙対策基本方針】
（キャンパス内の禁煙）

場煙喫たれさ定指、は内スパンャキの学大州九 ．1

所以外は禁煙とする。

（建物内の禁煙）

2．九州大学の建物内は全面的に禁煙とする。

（喫煙者対策）

3．喫煙者に対して禁煙指導等の対策を講じる。

（喫煙場所）

安な分十、等るす置設を置装火防はに所場煙喫 ．4

全管理を行い、利用状況を考慮して喫煙場所を

漸次削減することとする。

○交通事故の防止
　自動車・バイクの事故が多発しており死傷者が出

るほど痛ましい交通事故に、毎年多くの大学生が遭

遇しており、交通ルールを厳守し、普段の生活から

交通事故には十分に注意するように注意喚起を行っ

ています。

　本学の構内においても交通事故が多発しており、

一般道と同様に交通ルールを守るよう注意喚起を

行っています。また、年に1回、大学関係者及び警

察関係者で相互に意見交換ならびに情報提供等を行

い、大学生の交通マナー向上と交通事故防止を図る

ことを目的として、新入学生を対象にして『大学生

の交通事故防止懇話会』を開催しています。事件・

事故が多様化している時代に、学生が安心・安全な

大学生活をおくれるように、教職員が常に危機管理

意識を持ち、未然防止に努めています。

　なお、交通事故の防止として次のとおり注意喚起

を行っています。

①構内の交通マナー

　構内においても交通事故が多発しており、一般道

と同様に交通ルールを守る必要があります。

くでいなしに対絶らかすで険危変大は為行走暴 ・　

ださい。見つけたら、警務員、ガードマン又は

各学部の学生係等に通報してください。

乗人二のでクイバcc05、用着無のトッメルヘ ・　

り、運転練習は危険ですので行わないでくださ

い。また、バイクや車による過度の騒音は周り

の迷惑になりますので注意しましょう。

　・駐輪、駐車は定められた場所で行いましょう。

②自転車の運転に注意

　街中や構内において、自転車の事故が急増してい

ます。運転者が加害者となるケースも多く、自転車

の利用にあたっても十分な注意が必要です。

者行歩、し速減に分十、はきとる出に外らか門 ・　

に注意を払いましょう。

接のとクイバや車た来らかろ後、ていおに内構 ・　

触事故が頻発しています。その主な原因である

急な進路変更は大変危険です。　

は転運の車転自のらがなき聴を楽音や話電帯携 ・　

大変危険です。絶対にやめましょう。

○破壊的カルト集団等からの勧誘被害の防止
　いくつかのカルト団体に関するトラブルが大きな

社会問題になっていることから十分に注意するよう

に注意喚起を行っておりますが、カルト団体に洗脳

されてさまざまな活動をさせられている旨の報告が

あっています。

　九州大学の学内では、大学の許可を受けていない

そのような勧誘活動は禁止されております。大学内

で勧誘されたり、勧誘しているところを見かけたり

した場合は、学務部学生支援課：℡092-802-5966

に連絡をお願いします。

  【様々な勧誘方法】
●アンケート調査を装った勧誘

 「アンケートに答えてください」と声をかけ、個

人情報（名前や電話番号など）を聞き出す。

●ボランティア活動を装った勧誘

 「いっしょにボランティア活動に参加しません

か」と声をかけ、個人情報（名前や電話番号など）

を聞き出す。   

　　伊都地区ウエストゾーン

　　　健康相談室・学生相談室　092-802-3297

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-3297

　　伊都地区センターゾーン

　　　健康相談室　092-802-5881

　　　　　　　　　内線:90-5881

　　　学生相談室　092-802-5820

　　　　　　　　　内縁:90-5820

　　　インクルージョン支援推進室

　　　　　　　　　092-802-5859

　　　　　　　　　内線:90-5859

　　　コーディネート室

　　　　　　　　　092-802-6020

　　　　　　　　　内線:90-6020

　　大橋地区

　　　健康相談室・学生相談室　092-553-4581

　　　　　　　　　　　　　　　内線:95-4581

　　病院地区

　　　健康相談室・学生相談室　092-642-6889

　　　　　　　　　　　　　　　内線:91-6889

　　筑紫地区

　　　健康相談室・学生相談室　092-583-7685

　　　　　　　　　　　　　　　内線:93-7685

・留学生センター

　　留学生指導部門　092-802-4380

　　　　　　　　　　内線:90-4380

・何でも相談窓口

　　伊都地区（工学部等教務課学生支援係）

　　092-802-2735

　　内線:90-2735

　　伊都地区センターゾーン（学務部学生支援課）

　　092-802-5915

　　内線:90-5915

　　病院地区（医系学部等学務課）

　　092-642-6532

　　内線:91-6532

　　大橋地区（芸術工学部学務課学生係）

　　092-553-4586

　　内線:95-4586

　　筑紫地区（筑紫地区教務課学生支援係）
　　092-583-7513

　　内線:93-7513

学生の被害防止

　学生は、学生生活を過ごしていく中で、様々な危

険に囲まれています。たとえば、薬物（大麻や麻薬

等）、カルト集団からの勧誘及び交通事故等があげ

られます。教員は、そのような危険について十分な

理解と知識を備え、学生の豊かな学生生活を実現す

るために、適切な指導について前向きに取り組むこ

とが必要です。

○ 薬物乱用の防止
　大麻等の薬物の使用、所持、売買等は重大な犯罪

行為であるうえ、これらの薬物所持は、依存を引き

起こす性質を持ち、心身両面に大きなダメージを与

え、使用者本人のみならず、周囲の人、さらに、社

会全体に対しても取り返しのつかない被害を及ぼし

かねないものであることを日頃より周知徹底してい

ます。

　取組状況は、以下のとおりです。

に象対を生学入新、年毎、て得を力協の等察警 ・　

した「薬物乱用防止のための講演会」を開催して

います。

及ータスポ止防用乱物薬るれさ行発らか関機各 ・　

びパンフレットを掲示・配布しています。

○喫煙防止
　平成17年4月より、構内における「灰皿設置場所

以外での喫煙」及び「歩行喫煙」を禁止し、学内に周

知徹底を通知されています。

　ただし、馬出地区キャンパス（病院地区）において

は、全ての来院者の健康維持及び受動喫煙防止の観

点から、平成26年1月6日より、敷地内を全面禁煙

とされています。

　また、「九州大学喫煙対策宣言」のもとに「九州大

学喫煙対策基本方針」が定められ、九州大学におけ

る適切な喫煙対策を実施し、快適な職場環境及び研

究・修学環境の形成を目指して継続的な活動が行わ

れています。

　なお、「九州大学喫煙対策宣言」並びに「九州大学

喫煙対策基本方針」は、以下のとおりです。

・参考資料

　「学生生活ハンドブック」

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

pamphlet/guide

　「教職員のための学生サポートブック（冊子）」

 ◆問合せ先
・キャンパスライフ・健康支援センター
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【九州大学喫煙対策宣言】
　喫煙が及ぼす人体への影響は、喫煙者本人の健康

に重大な悪影響を与えるだけにとどまらず、受動喫

煙による非喫煙者への健康にも深刻な影響を与える

恐れがあることは社会一般に良く知られるところで

ある。

　九州大学は、未成年者を含む学生、病院を利用す

る患者とその家族、近隣住民等が集まる公共の場で

もある。今般の喫煙に対する社会認識の変化と大学

の使命を踏まえ、受動喫煙による教職員、学生及び

学内外関係者の健康被害を防止する必要がある。

　よって、本学における適切な喫煙対策を実施し、

快適な職場環境及び研究・修学環境の形成を目指し

て継続的な活動を行うため、下記のとおり「九州大

学喫煙対策基本方針」を定める。

【九州大学喫煙対策基本方針】
（キャンパス内の禁煙）

場煙喫たれさ定指、は内スパンャキの学大州九 ．1

所以外は禁煙とする。

（建物内の禁煙）

2．九州大学の建物内は全面的に禁煙とする。

（喫煙者対策）

3．喫煙者に対して禁煙指導等の対策を講じる。

（喫煙場所）

安な分十、等るす置設を置装火防はに所場煙喫 ．4

全管理を行い、利用状況を考慮して喫煙場所を

漸次削減することとする。

○交通事故の防止
　自動車・バイクの事故が多発しており死傷者が出

るほど痛ましい交通事故に、毎年多くの大学生が遭

遇しており、交通ルールを厳守し、普段の生活から

交通事故には十分に注意するように注意喚起を行っ

ています。

　本学の構内においても交通事故が多発しており、

一般道と同様に交通ルールを守るよう注意喚起を

行っています。また、年に1回、大学関係者及び警

察関係者で相互に意見交換ならびに情報提供等を行

い、大学生の交通マナー向上と交通事故防止を図る

ことを目的として、新入学生を対象にして『大学生

の交通事故防止懇話会』を開催しています。事件・

事故が多様化している時代に、学生が安心・安全な

大学生活をおくれるように、教職員が常に危機管理

意識を持ち、未然防止に努めています。

　なお、交通事故の防止として次のとおり注意喚起

を行っています。

①構内の交通マナー

　構内においても交通事故が多発しており、一般道

と同様に交通ルールを守る必要があります。

くでいなしに対絶らかすで険危変大は為行走暴 ・　

ださい。見つけたら、警務員、ガードマン又は

各学部の学生係等に通報してください。

乗人二のでクイバcc05、用着無のトッメルヘ ・　

り、運転練習は危険ですので行わないでくださ

い。また、バイクや車による過度の騒音は周り

の迷惑になりますので注意しましょう。

　・駐輪、駐車は定められた場所で行いましょう。

②自転車の運転に注意

　街中や構内において、自転車の事故が急増してい

ます。運転者が加害者となるケースも多く、自転車

の利用にあたっても十分な注意が必要です。

者行歩、し速減に分十、はきとる出に外らか門 ・　

に注意を払いましょう。

接のとクイバや車た来らかろ後、ていおに内構 ・　

触事故が頻発しています。その主な原因である

急な進路変更は大変危険です。　

は転運の車転自のらがなき聴を楽音や話電帯携 ・　

大変危険です。絶対にやめましょう。

○破壊的カルト集団等からの勧誘被害の防止
　いくつかのカルト団体に関するトラブルが大きな

社会問題になっていることから十分に注意するよう

に注意喚起を行っておりますが、カルト団体に洗脳

されてさまざまな活動をさせられている旨の報告が

あっています。

　九州大学の学内では、大学の許可を受けていない

そのような勧誘活動は禁止されております。大学内

で勧誘されたり、勧誘しているところを見かけたり

した場合は、学務部学生支援課：℡092-802-5966

に連絡をお願いします。

  【様々な勧誘方法】
●アンケート調査を装った勧誘

 「アンケートに答えてください」と声をかけ、個

人情報（名前や電話番号など）を聞き出す。

●ボランティア活動を装った勧誘

 「いっしょにボランティア活動に参加しません

か」と声をかけ、個人情報（名前や電話番号など）

を聞き出す。   

　　伊都地区ウエストゾーン

　　　健康相談室・学生相談室　092-802-3297

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-3297

　　伊都地区センターゾーン

　　　健康相談室　092-802-5881

　　　　　　　　　内線:90-5881

　　　学生相談室　092-802-5820

　　　　　　　　　内縁:90-5820

　　　インクルージョン支援推進室

　　　　　　　　　092-802-5859

　　　　　　　　　内線:90-5859

　　　コーディネート室

　　　　　　　　　092-802-6020

　　　　　　　　　内線:90-6020

　　大橋地区

　　　健康相談室・学生相談室　092-553-4581

　　　　　　　　　　　　　　　内線:95-4581

　　病院地区

　　　健康相談室・学生相談室　092-642-6889

　　　　　　　　　　　　　　　内線:91-6889

　　筑紫地区

　　　健康相談室・学生相談室　092-583-7685

　　　　　　　　　　　　　　　内線:93-7685

・留学生センター

　　留学生指導部門　092-802-4380

　　　　　　　　　　内線:90-4380

・何でも相談窓口

　　伊都地区（工学部等教務課学生支援係）

　　092-802-2735

　　内線:90-2735

　　伊都地区センターゾーン（学務部学生支援課）

　　092-802-5915

　　内線:90-5915

　　病院地区（医系学部等学務課）

　　092-642-6532

　　内線:91-6532

　　大橋地区（芸術工学部学務課学生係）

　　092-553-4586

　　内線:95-4586

　　筑紫地区（筑紫地区教務課学生支援係）
　　092-583-7513

　　内線:93-7513

学生の被害防止

　学生は、学生生活を過ごしていく中で、様々な危

険に囲まれています。たとえば、薬物（大麻や麻薬

等）、カルト集団からの勧誘及び交通事故等があげ

られます。教員は、そのような危険について十分な

理解と知識を備え、学生の豊かな学生生活を実現す

るために、適切な指導について前向きに取り組むこ

とが必要です。

○ 薬物乱用の防止
　大麻等の薬物の使用、所持、売買等は重大な犯罪

行為であるうえ、これらの薬物所持は、依存を引き

起こす性質を持ち、心身両面に大きなダメージを与

え、使用者本人のみならず、周囲の人、さらに、社

会全体に対しても取り返しのつかない被害を及ぼし

かねないものであることを日頃より周知徹底してい

ます。

　取組状況は、以下のとおりです。

に象対を生学入新、年毎、て得を力協の等察警 ・　

した「薬物乱用防止のための講演会」を開催して

います。

及ータスポ止防用乱物薬るれさ行発らか関機各 ・　

びパンフレットを掲示・配布しています。

○喫煙防止
　平成17年4月より、構内における「灰皿設置場所

以外での喫煙」及び「歩行喫煙」を禁止し、学内に周

知徹底を通知されています。

　ただし、馬出地区キャンパス（病院地区）において

は、全ての来院者の健康維持及び受動喫煙防止の観

点から、平成26年1月6日より、敷地内を全面禁煙

とされています。

　また、「九州大学喫煙対策宣言」のもとに「九州大

学喫煙対策基本方針」が定められ、九州大学におけ

る適切な喫煙対策を実施し、快適な職場環境及び研

究・修学環境の形成を目指して継続的な活動が行わ

れています。

　なお、「九州大学喫煙対策宣言」並びに「九州大学

喫煙対策基本方針」は、以下のとおりです。

・参考資料

　「学生生活ハンドブック」

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

pamphlet/guide

　「教職員のための学生サポートブック（冊子）」

 ◆問合せ先
・キャンパスライフ・健康支援センター

教
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は、体験型教育研究活動を「野外活動」、「学外活動」、

「実験室活動」の３つに分類し、個別に安全・健康管

理、事故防止・対応に関する指針を設けることとし、

平成28年度に野外活動を伴う科目についての安全

指針「教育における安全の指針～野外活動編～」を作

成しました。平成29年度以降、「野外活動編」の改

訂を行うとともに、「学外活動編」、「実験室活動編」

の作成を予定としています。

◯野外活動における安全管理
【安全管理体制】

教育担当理事の全般的な統括の下、野外活動科目

の実施運営主体の部局長が管理責任者として野外活

動の安全管理について統括します。

【野外活動の計画】
野外活動を伴う科目の代表教員は科目責任者とし

て、事故防止、安全対策に留意した計画立てたうえ

で、事前に管理責任者へ「教育における野外活動実

施計画書」を提出し、承認後「教育における野外活動

実施届」の提出を行うこととなっています。

【野外活動の実施にあたって】
野外活動の実施にあたって科目責任者は、安全の

指針に記載の野外活動に関する注意事項や事故対策

などを熟知の上、安全に万全の対策を講じる必要が

あります。

【野外活動実施後の取り組み】
野外活動実施後、科目責任者は、必要に応じて速

やかに帰着報告を行うとともに、引率者などと反省

会等を開き、安全対策に関する反省点と改善策をま

とめ、次回以降の野外活動の適切な運営に活かします。

 ★もっと詳しく知るには
教育における安全の指針～野外活動編～

 ◆問合せ先
学務部学務企画課

092-802-5912

内線:90-5912

gazhosa2@jimu.kyushu-u.ac.jp

各部局学生担当係

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/contact/student_

section

学生の休学・退学等に係る指導

○休学及び退学
　学生が休学や退学を行う場合は、所定の様式によ

り願い出を行い、許可を得ることとなります。その

際、申し出を行った日の属する学期までの授業料を

納めておくことが必要となります。学生から休学や

退学の相談があった場合は、必要書類や提出期日を

各部局学生担当係で確認するよう指導してください。

　休学の申し出があった場合、指導教員が事前に当

該学生と面談を行うとともに、他の救済方策につい

て、キャンパスライフ・健康支援センタ－、学生相

談室又は学生担当係と協議し、休学が最善の方法で

あると判断される場合に限り、副申書を添えて休学

願を提出させることとしています。

　なお、休学には、学部通則及び大学院通則に掲げ

られている「疾病」及び「経済的理由」並びに「特別の

事情」があります。特別の事情には、語学研修や海

外事情調査・研究等の海外渡航、国内での長期にわ

たるインターンシップ、家族の看護、育児、就業な

ど通学を継続することが困難な事情がある場合が該

当します。

　また、特にメンタル面の問題で休学していた学生

が復学する場合、学生相談室やキャンパスライフ・

健康支援センター等への相談が必要なときは、これ

らの機関と相互に連携を図り、修学指導を行うこと

が必要です。

○懲戒
　学生が本学の規則に違反し、又はその本分に反す

る行為があったときは、大学は教育的指導の観点か

ら、非違行為を行った学生に対し以下に従った懲戒

処分を行います。

　［懲戒の種類及び内容］

　⑴ 退学　学生としての身分を失わせること。

　⑵ め定を間期は又間期の定一の内以月箇６ 　学停 

ずに登校を停止させること。

　⑶ 省反の後事てめ戒を為行違非たっ行の生学 　告訓

を求め、将来にわたってそのようなこと

のないよう、文書により注意を促すこと。

　学生が非違行為を行うことがないように教職員が

協力して生活指導を行うことが必要です。

 ★もっと詳しく知るには
　九州大学学部通則　第26条～第37条

　九州大学大学院通則　第33条～第40条

https://www.kyushu-u.ac . jp/ ja/-
education/safety

●自己啓発セミナーを装った勧誘

 「今度勉強会（研修会・合宿等）があるので参加

しませんか」と声をかけ、個人情報（名前や電話

番号など）を聞き出す。参加費の要求を行う。

●その他

「アルバイトをしてくれる学生を探しているんで

すが・・・」「今度レクレーションをするんだけ

ど参加しませんか」「今度スポーツ大会があるん

だけど参加しませんか」「一緒にカラオケに行っ

て楽しみましょう」などと声をかけ、個人情報

（名前や電話番号など）を聞き出す。

【おかしいと思った時の対応】
 教に対絶を）どな所住・号番話電・名氏（報情人個 ・

えない。

 ・ 、じ信とだのもいよが体団のそ。る断とりきっは 

善意で勧誘してくる人も多いので、たとえ勧誘し

た人が魅力的であり、やさしく思いやりのある人

に思えてもきっぱり断る。

 人友、は合場いなしりきっはかうどか体団トルカ ・

に相談したり、インターネットで勧誘を受けた団

体について検索する。

・おかしいと思ったら迷わず学務部学生支援課へ相

談する。

 ★もっと詳しく知るには
・「学生生活ハンドブック」

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

pamphlet/guide

 ◆問合せ先
・薬物防止並びに喫煙防止について

　学務部学生支援課学生支援係　092-802-5961

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5961

・交通事故及び破壊的カルト集団等からの勧誘被

害の防止について

　学務部学生支援課課外活動支援係

　092-802-5966

　内線:90-5966

教育・研究活動における安全管理

近年、大学等の教育機関における教育研究は高度

化・多様化しており、その中で様々な体験型学習環

境が提供されるようになっています。実験や実習・

演習・調査などの体験型教育研究活動は、机上の学

習だけでは得られない貴重な教育成果が得られる反

面、事前の準備不足や参加者の経験の有無などによ

り重大な事故につながるリスクを内包しているた

め、細心の注意を払って安全管理、事故防止・対応

に努める必要があります。これらを踏まえ、本学で
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は、体験型教育研究活動を「野外活動」、「学外活動」、

「実験室活動」の３つに分類し、個別に安全・健康管

理、事故防止・対応に関する指針を設けることとし、

平成28年度に野外活動を伴う科目についての安全

指針「教育における安全の指針～野外活動編～」を作

成しました。平成29年度以降、「野外活動編」の改

訂を行うとともに、「学外活動編」、「実験室活動編」

の作成を予定としています。

◯野外活動における安全管理
【安全管理体制】

教育担当理事の全般的な統括の下、野外活動科目

の実施運営主体の部局長が管理責任者として野外活

動の安全管理について統括します。

【野外活動の計画】
野外活動を伴う科目の代表教員は科目責任者とし

て、事故防止、安全対策に留意した計画立てたうえ

で、事前に管理責任者へ「教育における野外活動実

施計画書」を提出し、承認後「教育における野外活動

実施届」の提出を行うこととなっています。

【野外活動の実施にあたって】
野外活動の実施にあたって科目責任者は、安全の

指針に記載の野外活動に関する注意事項や事故対策

などを熟知の上、安全に万全の対策を講じる必要が
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【野外活動実施後の取り組み】
野外活動実施後、科目責任者は、必要に応じて速

やかに帰着報告を行うとともに、引率者などと反省

会等を開き、安全対策に関する反省点と改善策をま

とめ、次回以降の野外活動の適切な運営に活かします。

 ★もっと詳しく知るには
教育における安全の指針～野外活動編～

 ◆問合せ先
学務部学務企画課
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gazhosa2@jimu.kyushu-u.ac.jp

各部局学生担当係

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/contact/student_
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学生の休学・退学等に係る指導

○休学及び退学
　学生が休学や退学を行う場合は、所定の様式によ

り願い出を行い、許可を得ることとなります。その

際、申し出を行った日の属する学期までの授業料を

納めておくことが必要となります。学生から休学や

退学の相談があった場合は、必要書類や提出期日を

各部局学生担当係で確認するよう指導してください。

　休学の申し出があった場合、指導教員が事前に当

該学生と面談を行うとともに、他の救済方策につい

て、キャンパスライフ・健康支援センタ－、学生相

談室又は学生担当係と協議し、休学が最善の方法で

あると判断される場合に限り、副申書を添えて休学

願を提出させることとしています。

　なお、休学には、学部通則及び大学院通則に掲げ

られている「疾病」及び「経済的理由」並びに「特別の

事情」があります。特別の事情には、語学研修や海

外事情調査・研究等の海外渡航、国内での長期にわ

たるインターンシップ、家族の看護、育児、就業な

ど通学を継続することが困難な事情がある場合が該

当します。

　また、特にメンタル面の問題で休学していた学生

が復学する場合、学生相談室やキャンパスライフ・

健康支援センター等への相談が必要なときは、これ

らの機関と相互に連携を図り、修学指導を行うこと

が必要です。

○懲戒
　学生が本学の規則に違反し、又はその本分に反す

る行為があったときは、大学は教育的指導の観点か

ら、非違行為を行った学生に対し以下に従った懲戒

処分を行います。

　［懲戒の種類及び内容］

　⑴ 退学　学生としての身分を失わせること。

　⑵ め定を間期は又間期の定一の内以月箇６ 　学停 

ずに登校を停止させること。

　⑶ 省反の後事てめ戒を為行違非たっ行の生学 　告訓

を求め、将来にわたってそのようなこと

のないよう、文書により注意を促すこと。

　学生が非違行為を行うことがないように教職員が

協力して生活指導を行うことが必要です。

 ★もっと詳しく知るには
　九州大学学部通則　第26条～第37条

　九州大学大学院通則　第33条～第40条

https://www.kyushu-u.ac . jp/ ja/-
education/safety

●自己啓発セミナーを装った勧誘

 「今度勉強会（研修会・合宿等）があるので参加

しませんか」と声をかけ、個人情報（名前や電話

番号など）を聞き出す。参加費の要求を行う。

●その他

「アルバイトをしてくれる学生を探しているんで

すが・・・」「今度レクレーションをするんだけ

ど参加しませんか」「今度スポーツ大会があるん

だけど参加しませんか」「一緒にカラオケに行っ

て楽しみましょう」などと声をかけ、個人情報

（名前や電話番号など）を聞き出す。

【おかしいと思った時の対応】
 教に対絶を）どな所住・号番話電・名氏（報情人個 ・

えない。

 ・ 、じ信とだのもいよが体団のそ。る断とりきっは 

善意で勧誘してくる人も多いので、たとえ勧誘し

た人が魅力的であり、やさしく思いやりのある人

に思えてもきっぱり断る。

 人友、は合場いなしりきっはかうどか体団トルカ ・

に相談したり、インターネットで勧誘を受けた団

体について検索する。

・おかしいと思ったら迷わず学務部学生支援課へ相

談する。

 ★もっと詳しく知るには
・「学生生活ハンドブック」

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

pamphlet/guide

 ◆問合せ先
・薬物防止並びに喫煙防止について

　学務部学生支援課学生支援係　092-802-5961

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5961

・交通事故及び破壊的カルト集団等からの勧誘被

害の防止について

　学務部学生支援課課外活動支援係

　092-802-5966

　内線:90-5966

教育・研究活動における安全管理

近年、大学等の教育機関における教育研究は高度

化・多様化しており、その中で様々な体験型学習環

境が提供されるようになっています。実験や実習・

演習・調査などの体験型教育研究活動は、机上の学

習だけでは得られない貴重な教育成果が得られる反

面、事前の準備不足や参加者の経験の有無などによ

り重大な事故につながるリスクを内包しているた

め、細心の注意を払って安全管理、事故防止・対応

に努める必要があります。これらを踏まえ、本学で
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４万円または７万円の増額貸与を受けること

ができます。

・博士後期課程、博士（医・歯・薬（臨床）学）課程

　第一種奨学金（無利子貸与）

　　月額80,000円または122,000円

　第二種奨学金（有利子貸与）

・円000,001・円000,08・円000,05額月 　　

　　　　130,000円・150,000円

＊本学独自奨学金
　本学では、独自で実施している奨学金制度があり

ます。募集の際は、本学Webページに掲載します

ので、希望者は、該当する学生係等窓口へ申し出て

出願手続を行います。

＊地方公共団体・民間奨学団体奨学金
　この奨学制度には、大学を通して募集するものと、

奨学団体が直接募集するものがあります。大学を通

して募集する場合は、本学Webページに掲載しま

すので、希望者は、該当する学生係等窓口へ申し出

て出願手続を行います。

○保険制度
　本学では、入学時において、学生教育研究災害傷

害保険（学研災）に、加入することを勧めています。

この保険は、大学の正課である講義、実験・実習、

課外活動・各種大学行事（インターンシップ及びボ

ランティア活動を含む）の参加中及び学内で生じた

災害並びに通学中、大学施設等相互間の移動中の事故

が補償の対象となるもので、全国規模の保険制度です。

　このほか、学外実習やインターンシップ等に参加

する際に加入が必要な学研災付帯賠償責任保険、各

学部・学府の特徴にあわせた保険などに加入するこ

とになっています。

○各種証明書
　成績証明書等の各種証明書の発行については、在

籍及び卒業された学部・大学院の学生担当係が対応

しています。

　また、在学証明書、卒業（修了）見込証明書、健康

診断証明書及び学校学生生徒旅客運賃割引証（学割

証）については、各地区に設置された自動発行機に

より学生自身が各自、受領することになります。

★、は覧一口窓の府学・部学各 　⇒　 もっと詳しく
知るにはへ

○寄宿舎情報
　本学には、学生寄宿舎として伊都キャンパスにド

ミトリー 1、ドミトリー 2、ドミトリー 3及び伊都

協奏館（いずれも男女及び日本人と留学生の混住）、

大橋キャンパスに井尻寮（男子学生専用）がありま

す。また、留学生専用の寄宿舎として留学生会館が

井尻にあります。

＊入寮資格
　日本人学生の場合、原則、学部生・大学院生が入

居でき、研究生、科目等履修生、聴講生等は入居で

きません。

　留学生の場合、原則、新規入学の留学生が入居で

きます。但し、本人又は配偶者が既に福岡地区で生

活している留学生は除きます。

＊入寮時期
　原則として4月と10月の年2回の入寮となりま

す。なお、空室がある場合は、学生の経済状況等に

より中途の入居相談にも応じます。

＊入寮期間
　伊都キャンパスの学生寄宿舎は、原則として1年

以内、井尻寮は、標準修業年限内となります。

　留学生の場合、全ての寄宿舎において、原則とし

て6 ヶ月以内、但し、受入期間が１年以内の交換留

学生、短期（プログラム）生の入居許可期間は、その

留学期間となります（なお、学部1年生は1年以内）。

＊選考
　学生の選考については、家計の経済状況により選

考されます。また、井尻寮については、寮委員（学

生）による面接を行います。

　留学生の場合、各寄宿舎の入居者選考基準により、

選考します。

 ★もっと詳しく知るには
・入学料免除及び徴収猶予

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/fees/

・授業料免除

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/fees/

exempt02/

・奨学金制度

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/fees/

scholarship/

　九州大学における学生の懲戒等に関する指針

　停学中の学生指導等に関するガイドライン

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/university/

information/rule/rulebook/

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係（休学・退学）

　092-802-5935

　内線:90-5935

gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

　学務部学生支援課課外活動支援係（懲戒）　

　092-802-5966

　内線:90-5966

gaggakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp

　各部局学生担当係

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/contact/student_

section/

学生の経済支援・生活支援

　九州大学では、充実した学生生活を過ごすことが

できるよう、学生への経済・生活支援を行っていま

す。昨今の経済情勢から、学生及び保護者からの、

このような支援に対する要望が高まっており、その

要望に対応するため、支援に関する内容を十分把握

し、学生へ正確な情報を提供することが必要です。

○入学料免除及び徴収猶予制度
1．入学料免除制度について

　経済的理由により入学料の納付が困難で、かつ、

学業優秀と認められる入学者（大学院のみ）及び特

別な事情があると認められた入学者（学部・大学

院）を対象として、申請に基づき選考を行います。

選考の結果、許可された場合は、入学料の全額又

は半額が免除されます。

　　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

2．入学料の徴収猶予制度について

　経済的理由により納付期限までに入学料の納付

が困難で、かつ、学業優秀と認められる入学者及

び特別な事情があると認められた入学者を対象と

して、申請に基づき選考を行います。選考の結果、

許可された場合は、入学料の徴収が猶予されます。

　入学料の徴収猶予は、入学料の納付を猶予する

ものであり、入学料を免除するものではありませ

んので、猶予期限までに入学料の全額を納付しな

ければいけません。

　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

○授業料免除制度
　経済的理由により授業料の納付が困難で、かつ、

学業優秀と認められる学生及び特別な事情があると

認められる学生を対象とし、学期（前期又は後期）ご

との申請に基づき選考を行います。選考の結果、許

可された場合は，その学期分の授業料が免除（原則

として全額免除、半額免除、４分の１の額免除）さ

れます。

　なお、後期に家計状況等に変更がないと見込まれ

る場合は、前期分申請時に後期分を併せて申請する

ことができますが、選考については、学期ごとに行

います。

　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

○奨学金制度
　奨学金には、現在奨学生の大半を占めている日本

学生支援機構奨学制度と、本学独自の奨学金制度及

び地方公共団体・民間奨学団体の奨学制度がありま

す。

＊日本学生支援機構貸与奨学金
　この奨学金は、修業年限内の学生（休学・留学中

の学生及び留学生を除く）を対象として学生本人に

貸与されるもので、貸与終了後は返還の義務があり

ます。ただし、大学院の第一種奨学金については「特

に優れた業績による返還免除」の制度があります。

　機構が貸与する奨学金には次の種類があります。

・学部

　第一種奨学金（無利子貸与）

円000,54・円000,03・円000,02額月　　宅自 　　

　　自宅外　月額20,000円・30,000円・

　　　　　　　　40,000円・51,000円

　第二種奨学金（有利子貸与）

円000,02額月 　　 ～ 120,000円（1万円単位）

・修士課程、専門職学位課程

　第一種奨学金（無利子貸与）

　　月額50,000円または88,000円

　第二種奨学金（有利子貸与）

・円000,001・円000,08・円000,05額月 　　

　　　　130,000円・150,000円

、合場たし択選を円万51ていおに院学大科法 ＊　　
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４万円または７万円の増額貸与を受けること

ができます。

・博士後期課程、博士（医・歯・薬（臨床）学）課程

　第一種奨学金（無利子貸与）

　　月額80,000円または122,000円

　第二種奨学金（有利子貸与）

・円000,001・円000,08・円000,05額月 　　

　　　　130,000円・150,000円

＊本学独自奨学金
　本学では、独自で実施している奨学金制度があり

ます。募集の際は、本学Webページに掲載します

ので、希望者は、該当する学生係等窓口へ申し出て

出願手続を行います。

＊地方公共団体・民間奨学団体奨学金
　この奨学制度には、大学を通して募集するものと、

奨学団体が直接募集するものがあります。大学を通

して募集する場合は、本学Webページに掲載しま

すので、希望者は、該当する学生係等窓口へ申し出

て出願手続を行います。

○保険制度
　本学では、入学時において、学生教育研究災害傷

害保険（学研災）に、加入することを勧めています。

この保険は、大学の正課である講義、実験・実習、

課外活動・各種大学行事（インターンシップ及びボ

ランティア活動を含む）の参加中及び学内で生じた

災害並びに通学中、大学施設等相互間の移動中の事故

が補償の対象となるもので、全国規模の保険制度です。

　このほか、学外実習やインターンシップ等に参加

する際に加入が必要な学研災付帯賠償責任保険、各

学部・学府の特徴にあわせた保険などに加入するこ

とになっています。

○各種証明書
　成績証明書等の各種証明書の発行については、在

籍及び卒業された学部・大学院の学生担当係が対応

しています。

　また、在学証明書、卒業（修了）見込証明書、健康

診断証明書及び学校学生生徒旅客運賃割引証（学割

証）については、各地区に設置された自動発行機に

より学生自身が各自、受領することになります。

★、は覧一口窓の府学・部学各 　⇒　 もっと詳しく
知るにはへ

○寄宿舎情報
　本学には、学生寄宿舎として伊都キャンパスにド

ミトリー 1、ドミトリー 2、ドミトリー 3及び伊都

協奏館（いずれも男女及び日本人と留学生の混住）、

大橋キャンパスに井尻寮（男子学生専用）がありま

す。また、留学生専用の寄宿舎として留学生会館が

井尻にあります。

＊入寮資格
　日本人学生の場合、原則、学部生・大学院生が入

居でき、研究生、科目等履修生、聴講生等は入居で

きません。

　留学生の場合、原則、新規入学の留学生が入居で

きます。但し、本人又は配偶者が既に福岡地区で生

活している留学生は除きます。

＊入寮時期
　原則として4月と10月の年2回の入寮となりま

す。なお、空室がある場合は、学生の経済状況等に

より中途の入居相談にも応じます。

＊入寮期間
　伊都キャンパスの学生寄宿舎は、原則として1年

以内、井尻寮は、標準修業年限内となります。

　留学生の場合、全ての寄宿舎において、原則とし

て6 ヶ月以内、但し、受入期間が１年以内の交換留

学生、短期（プログラム）生の入居許可期間は、その

留学期間となります（なお、学部1年生は1年以内）。

＊選考
　学生の選考については、家計の経済状況により選

考されます。また、井尻寮については、寮委員（学

生）による面接を行います。

　留学生の場合、各寄宿舎の入居者選考基準により、

選考します。

 ★もっと詳しく知るには
・入学料免除及び徴収猶予

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/fees/

・授業料免除

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/fees/

exempt02/

・奨学金制度

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/fees/

scholarship/

　九州大学における学生の懲戒等に関する指針

　停学中の学生指導等に関するガイドライン

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/university/

information/rule/rulebook/

 ◆問合せ先
　学務部学務企画課教務・学務情報係（休学・退学）

　092-802-5935

　内線:90-5935

gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

　学務部学生支援課課外活動支援係（懲戒）　

　092-802-5966

　内線:90-5966

gaggakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp

　各部局学生担当係

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/contact/student_

section/

学生の経済支援・生活支援

　九州大学では、充実した学生生活を過ごすことが

できるよう、学生への経済・生活支援を行っていま

す。昨今の経済情勢から、学生及び保護者からの、

このような支援に対する要望が高まっており、その

要望に対応するため、支援に関する内容を十分把握

し、学生へ正確な情報を提供することが必要です。

○入学料免除及び徴収猶予制度
1．入学料免除制度について

　経済的理由により入学料の納付が困難で、かつ、

学業優秀と認められる入学者（大学院のみ）及び特

別な事情があると認められた入学者（学部・大学

院）を対象として、申請に基づき選考を行います。

選考の結果、許可された場合は、入学料の全額又

は半額が免除されます。

　　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

2．入学料の徴収猶予制度について

　経済的理由により納付期限までに入学料の納付

が困難で、かつ、学業優秀と認められる入学者及

び特別な事情があると認められた入学者を対象と

して、申請に基づき選考を行います。選考の結果、

許可された場合は、入学料の徴収が猶予されます。

　入学料の徴収猶予は、入学料の納付を猶予する

ものであり、入学料を免除するものではありませ

んので、猶予期限までに入学料の全額を納付しな

ければいけません。

　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

○授業料免除制度
　経済的理由により授業料の納付が困難で、かつ、

学業優秀と認められる学生及び特別な事情があると

認められる学生を対象とし、学期（前期又は後期）ご

との申請に基づき選考を行います。選考の結果、許

可された場合は，その学期分の授業料が免除（原則

として全額免除、半額免除、４分の１の額免除）さ

れます。

　なお、後期に家計状況等に変更がないと見込まれ

る場合は、前期分申請時に後期分を併せて申請する

ことができますが、選考については、学期ごとに行

います。

　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

○奨学金制度
　奨学金には、現在奨学生の大半を占めている日本

学生支援機構奨学制度と、本学独自の奨学金制度及

び地方公共団体・民間奨学団体の奨学制度がありま

す。

＊日本学生支援機構貸与奨学金
　この奨学金は、修業年限内の学生（休学・留学中

の学生及び留学生を除く）を対象として学生本人に

貸与されるもので、貸与終了後は返還の義務があり

ます。ただし、大学院の第一種奨学金については「特

に優れた業績による返還免除」の制度があります。

　機構が貸与する奨学金には次の種類があります。

・学部

　第一種奨学金（無利子貸与）

円000,54・円000,03・円000,02額月　　宅自 　　

　　自宅外　月額20,000円・30,000円・

　　　　　　　　40,000円・51,000円

　第二種奨学金（有利子貸与）

円000,02額月 　　 ～ 120,000円（1万円単位）

・修士課程、専門職学位課程

　第一種奨学金（無利子貸与）

　　月額50,000円または88,000円

　第二種奨学金（有利子貸与）

・円000,001・円000,08・円000,05額月 　　

　　　　130,000円・150,000円

、合場たし択選を円万51ていおに院学大科法 ＊　　
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 ★もっと詳しく知るには

　九州大学学生団体ホームページ

http://kagai.student.kyushu-u.ac.jp/

　課外活動

http: // www.kyushu-u.ac.jp / ja / education /

extracurricular

　九州大学大学祭等イベントのホームページ

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/

extracurricular/kyu-festa

　九州大学学生後援会

http://kouenkai.student.kyushu-u.ac.jp/

 ◆問合せ先
　学務部学生支援課　課外活動支援係

　電話　092-802-5966

　　　　内線:90-5966

　FAX　092-802-5990

　　　　内線:90-5990

e-mail　gaggakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp

（参考）全学公認学生団体一覧

学生のキャリア支援・就職支援

　学生のキャリアアップと就職活動をサポートする

ために、キャリア支援・就職支援に係るガイダンス

やプログラム等を実施しています。キャリア・奨学

支援課では、全学的な支援を行っており、その主な

支援内容は以下のとおりです。

　部局においても独自の支援が行われており、例え

ば、学部を限定した求人情報、学校（教授、学部・

学府長）推薦等、学生に対するより身近な情報の提

供等については、各学部・学府学生係が担当してい

ます。

　また、理系学部・学府の各学科・専攻等では、「就

職担当教員」が学科事務室や学部・学府学生係と協

力しながら、文系学部・学府では、学部・学府学生

係が主となり、指導教員等と連携しながら支援を行

うこととしています。

　学生に対しては、提供される貴重な情報を見逃さ

ないよう留意するとともに、「学務部キャリア・奨

学支援課」、「各学部・学府学生係」、「各就職担当教

員」及び４キャンパスに配置された「就職相談員」

を有効に活用し、自身のキャリアアップを図り、

悔いの残らないような進路選択となるようご指導を

お願いします。

○ キャリアガイダンス（低年次学生向け）
　主に低年次の学生（学部1・2年生）を対象とした、

「主体的に進路を選択する能力の育成や就業意識の

形成」を支援するガイダンスです。内容は外部講師

・日本学生支援機構ホームページ

http://www.jasso.go.jp/index.html 

・保険制度

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

insurance/

・各種証明書

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

procedure/certificate/

・寄宿舎情報（学生寄宿舎等）

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

dormitory/

・寄宿舎情報（留学生用寄宿舎）

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/supportcenter/

housing

 ◆問合せ先
・入学料免除及び徴収猶予、授業料免除について

　学務部キャリア・奨学支援課学生納付金免除係

　092-802-5948

　内線:90-5948

・日本学生支援機構奨学金について

　学務部キャリア・奨学支援課奨学金係

　092-802-5932

　内線:90-5932

・地方公共団体・民間奨学団体奨学金について

　学務部キャリア・奨学支援課奨学金係

　092-802-5934

　内線:90-5934

・通学定期について

　学務部学生支援課学生支援係

　092-802-5961

　内線:90-5961

・保険制度について　

　学務部学生支援課学生支援係

　092-802-5812

　内線:90-5812

・寄宿舎情報（学生寄宿舎等）について　

　学務部学生支援課厚生係　092-802-5991

　　　　　　　　　　　　　内線:90-5991

・寄宿舎情報（留学生用寄宿舎）について

　国際部留学課受入支援係　　092-802-2279

　　　　　　　　　　　　　　内線:90-2279

学生の課外活動

○クラブ活動概況
　本学で活動する学生団体数は、大学公認団体が約

120団体、各学部の公認団体が約70団体あり、公認

団体に所属する学生数は約7,800名にのぼり、学生

の課外活動は活発に行われています。

○主な行事一覧 
＊九州地区大学体育大会（7月、12月）
　この大会は、課外活動体育活動の集大成として企

画され、全九州地区の国・公・私立（短大を含む。）

大学の学生が集まって行われる学生スポーツの一大

祭典です。

＊ 全国七大学総合体育大会（通称：七大戦、旧七帝戦）
（7月～ 8月）

　この大会は通称「七大戦」と呼ばれ、かつての帝国

大学であった九州・大阪・京都・名古屋・東京・東

北・北海道の七大学が、毎年当番校を定めて、その

地で開催する体育大会です。全31競技が行われ、

ポイントによる総合成績で大学間の覇を競います。

　2018年の第57回大会は北海道大学が主管となり、

開催されました。2019年、第58回大会は、九州大

学主管のもと、開催されます。

＊ 大学祭（九大祭（10月）  芸工祭（10月））
　各学生団体、サークル、クラスなどの趣向をこら

した催し物、学部研究室の一般開放、市民と学生の

つどいなど地域社会との交流もいろいろ企画され、

全学あげての多彩な祭典が繰り広げられます。

＊九州大学学生後援会文化祭（11月）
　文化系学生団体の発表の場を提供するとともに、

福岡市民に九州大学の学生学生団体を知ってもらう

ことを目的に、九州大学学生後援会の支援のもと、

毎年1回、学生後援会文化祭を九大学研都市駅横の

「さいとぴあ」にて開催しています。

○顧問教員の役割

　大学が公認する学生団体には、顧問教員が就任し

ていることを一つの条件としています。

　顧問教員は、九州大学学生団体の顧問教員指針の

もと、精神的な協力者として側面から適切な指導助

言を行う立場にあります。

　課外活動における学生の事故が増えていることを
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 ★もっと詳しく知るには

　九州大学学生団体ホームページ

http://kagai.student.kyushu-u.ac.jp/

　課外活動

http: // www.kyushu-u.ac.jp / ja / education /

extracurricular

　九州大学大学祭等イベントのホームページ

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/

extracurricular/kyu-festa

　九州大学学生後援会

http://kouenkai.student.kyushu-u.ac.jp/

 ◆問合せ先
　学務部学生支援課　課外活動支援係

　電話　092-802-5966

　　　　内線:90-5966

　FAX　092-802-5990

　　　　内線:90-5990

e-mail　gaggakusei@jimu.kyushu-u.ac.jp

（参考）全学公認学生団体一覧

学生のキャリア支援・就職支援

　学生のキャリアアップと就職活動をサポートする

ために、キャリア支援・就職支援に係るガイダンス

やプログラム等を実施しています。キャリア・奨学

支援課では、全学的な支援を行っており、その主な

支援内容は以下のとおりです。

　部局においても独自の支援が行われており、例え

ば、学部を限定した求人情報、学校（教授、学部・

学府長）推薦等、学生に対するより身近な情報の提

供等については、各学部・学府学生係が担当してい

ます。

　また、理系学部・学府の各学科・専攻等では、「就

職担当教員」が学科事務室や学部・学府学生係と協

力しながら、文系学部・学府では、学部・学府学生

係が主となり、指導教員等と連携しながら支援を行

うこととしています。

　学生に対しては、提供される貴重な情報を見逃さ

ないよう留意するとともに、「学務部キャリア・奨

学支援課」、「各学部・学府学生係」、「各就職担当教

員」及び４キャンパスに配置された「就職相談員」

を有効に活用し、自身のキャリアアップを図り、

悔いの残らないような進路選択となるようご指導を

お願いします。

○ キャリアガイダンス（低年次学生向け）
　主に低年次の学生（学部1・2年生）を対象とした、

「主体的に進路を選択する能力の育成や就業意識の

形成」を支援するガイダンスです。内容は外部講師

・日本学生支援機構ホームページ

http://www.jasso.go.jp/index.html 

・保険制度

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

insurance/

・各種証明書

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

procedure/certificate/

・寄宿舎情報（学生寄宿舎等）

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/life/

dormitory/

・寄宿舎情報（留学生用寄宿舎）

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/supportcenter/

housing

 ◆問合せ先
・入学料免除及び徴収猶予、授業料免除について

　学務部キャリア・奨学支援課学生納付金免除係

　092-802-5948

　内線:90-5948

・日本学生支援機構奨学金について

　学務部キャリア・奨学支援課奨学金係

　092-802-5932

　内線:90-5932

・地方公共団体・民間奨学団体奨学金について

　学務部キャリア・奨学支援課奨学金係

　092-802-5934

　内線:90-5934

・通学定期について

　学務部学生支援課学生支援係

　092-802-5961

　内線:90-5961

・保険制度について　

　学務部学生支援課学生支援係

　092-802-5812

　内線:90-5812

・寄宿舎情報（学生寄宿舎等）について　

　学務部学生支援課厚生係　092-802-5991

　　　　　　　　　　　　　内線:90-5991

・寄宿舎情報（留学生用寄宿舎）について

　国際部留学課受入支援係　　092-802-2279

　　　　　　　　　　　　　　内線:90-2279

学生の課外活動

○クラブ活動概況
　本学で活動する学生団体数は、大学公認団体が約

120団体、各学部の公認団体が約70団体あり、公認

団体に所属する学生数は約7,800名にのぼり、学生

の課外活動は活発に行われています。

○主な行事一覧 
＊九州地区大学体育大会（7月、12月）
　この大会は、課外活動体育活動の集大成として企

画され、全九州地区の国・公・私立（短大を含む。）

大学の学生が集まって行われる学生スポーツの一大

祭典です。

＊ 全国七大学総合体育大会（通称：七大戦、旧七帝戦）
（7月～ 8月）

　この大会は通称「七大戦」と呼ばれ、かつての帝国

大学であった九州・大阪・京都・名古屋・東京・東

北・北海道の七大学が、毎年当番校を定めて、その

地で開催する体育大会です。全31競技が行われ、

ポイントによる総合成績で大学間の覇を競います。

　2018年の第57回大会は北海道大学が主管となり、

開催されました。2019年、第58回大会は、九州大

学主管のもと、開催されます。

＊ 大学祭（九大祭（10月）  芸工祭（10月））
　各学生団体、サークル、クラスなどの趣向をこら

した催し物、学部研究室の一般開放、市民と学生の

つどいなど地域社会との交流もいろいろ企画され、

全学あげての多彩な祭典が繰り広げられます。

＊九州大学学生後援会文化祭（11月）
　文化系学生団体の発表の場を提供するとともに、

福岡市民に九州大学の学生学生団体を知ってもらう

ことを目的に、九州大学学生後援会の支援のもと、

毎年1回、学生後援会文化祭を九大学研都市駅横の

「さいとぴあ」にて開催しています。

○顧問教員の役割

教
　
育

＊体育系学生団体（体育総部所属学生団体）
合気道部、アイスホッケー部、芦原空手部、アメリカン

フットボール部、応援団、空手道部、弓道部、剣道部、

航空部、硬式ソフトボール部、硬式庭球部、硬式野球部、

ゴルフ部、サッカー部、山岳部、自動車部、柔道部、準

硬式野球部、少林寺拳法部、水泳部、スキー部、ソフト

テニス部、体操部、卓球部、テコンドー部、軟式野球部、

馬術部、男子バスケットボール部、女子バスケットボー

ル部、バドミントン部、男子バレーボール部、女子バレー

ボール部、ハンドボール部、フェンシング部、漕艇部、

洋弓部、ヨット部、ラグビー部、男子ラクロス部、女子

ラクロス部、陸上競技部、錬心舘空手部、ワンダーフォー

ゲル部、サイクリング同好会、トライアスロン部、ハン

ググライダー愛好会、ラケットボール愛好会、ウィンド

サーフィン愛好会、水球部、チアリーディング同好会、

フットサル愛好会、体育総務委員会

＊文化系学生団体
囲碁部、映画研究部、英語研究部（Q.E.S.S）、ＳＦ研究部、

演劇部、音楽鑑賞部、ギターアンサンブル、グリーンク

ラブ、軽音楽部ｼﾞｬｽﾞ研究会、国際親善会、混声合唱団、

茶道部（裏千家）、写真部、将棋部、書道部、吹奏楽団、

生物研究部、タップダンスサークル、探検部、男声合唱

団コールアカデミー、地学研究部、鉄道研究同好会、鳥

人間チーム、能楽部、バンド同好会、美術部、百人一首

愛好会、九大フィルハーモニー・オーケストラ、フォー

クソング部 (Q-FOLK)、物理研究部、舞踏研究部、文芸部、

邦楽部、放送研究会、法律相談部、ボランティアサーク

ル、漫画研究部、マンドリンクラブ、落語研究会、ロッ

ク研究会 (Be-Rock)、PLANET-Q、ICPＣチャレンジ部、民

族舞踊研究会、マジックサークル、アニメーション研究

会、模型部、環境サークル Ecoa、ピアノの会、ATP、カフェ

運営サークル茶処、ジャグリング部、アコースティック

ギターサークル unplugged、アカペラサークル (HarmoQ)、

クイズ研究会、ポケモン研究会、ヒューマノイドプロジェ

クト、糸島空き屋プロジェクト、ロボコンチーム　KURT、

次世代ものづくりプロジェクト、学生フォーミュラ計画、

九大謎解き企画 Quest、KTC自動二輪部、化学研究部、フ

ラダンスサークル、CHANCE、狩猟研究会、iTOP

鑑み、学生が課外活動で合宿や遠征を行う場合は、

「合宿・遠征届」を事前に提出させるなど、必要に

応じて指導助言を行ってください。
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を設置しています。求人情報・就職に関する資料の

閲覧等自由に利用することができます。

＊企業情報及び求人情報（求人情報Webシステム）
　企業から届いた企業パンフレット等は就職情報室

で閲覧できるように設置しています。また、企業情

報（資本金や連絡先等）や求人票（PDF）は求人情

報Webシステム上で閲覧できます。

＊印刷物の作成
　学生用として、就職活動の方法等を示した「就活

手帳」、「就活体験記」等を作成しています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学Webサイト

　教育・学生支援→教育・キャリア支援

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

employment/

 ◆問合せ先
・学務部キャリア・奨学支援課

　キャリア・就職支援第二係

　TEL: 092-802-5903

　　　内線:90-5903

　○キャリアガイダンス（低年次学生向け）

　○自己啓発プログラム　○インターンシップ

　○公務員試験対策講座　○公務員関係セミナー

　○博士課程学生のための就職支援

　○学内個別企業説明会

・学務部キャリア・奨学支援課

　キャリア・就職支援第一係

　TEL: 092-802-5897

　　　内線:90-5897

　○就職ガイダンス（企業、セミナー）

　○学内合同企業説明会

　○就職フェア　○就職相談

スシbeW報情人求（開公報情人求、室報情職就 ○　

テム）、印刷物の発行関係事項  ほか就職支援の

総括

入学試験の種類、実施時期と実施体制

　九州大学では、学部入試において一般入試を実施

するほか、AO入試、推薦入試、国際入試、帰国子

女入試、私費外国人留学生入試及び国際コース入試

を実施します。

　また、大学入試センターと協力して、大学入試セ

ンター試験を実施します。

　なお、入学試験においては、教員が監督業務等に

従事することになります。

○大学入試センター試験
［実施時期］

　毎年度1月13日以降の最初の土曜日及び翌日の日

曜日

［実施体制］

　大学入試センター試験は、総長の下、入学試験実

施委員会委員で構成する実施本部を設置し、学内学

外に11の試験場を設定します。同試験は、全学協力

体制で行うことを原則とし、各試験場長は各学部長

等をもって充て、監督者等は、各部局の教職員数に

応じて按分で割り当て、当該部局長を通じて依頼しま

す。

○九州大学が実施する入学試験
［入学試験の種類と実施時期］

［実施体制］

入学試験の種類 入学試験の実施時期

一般入試
前期日程 2月25・26日

後期日程 3月12日

AO入試Ⅰ
（教育学部）

1次選抜：10月中旬
2次選抜：12月上旬

AO入試Ⅱ
（ 文学部・法学部・理学

部・医学部保健学科・
歯学部・芸術工学部・
農学部）

1次選抜：11月下旬～12月中旬
2次選抜：2月上旬

国際入試
（教育学部）

1次選抜：10月上旬～中旬
2次選抜：12月上旬

推薦入試
（共創学部）

1次選抜：11月下旬～12月上旬
2次選抜：2月上旬

帰国子女入試 2月25 ～27日

私費外国人留学生入試
（4月入学）

2月26・27日

私費外国人留学生入試
（10月入学）
（工学部・共創学部）

1次選抜：2月中旬
2次選抜：3月上旬

国際コース入試
（10月入学）
（農学部）

1次選抜：2月中旬
2次選抜：3月上旬

※上表は、平成31年度の入学者に係るもの

　九州大学が実施する入学試験は、原則として当該

AO入試Ⅰ
（共創学部）

1次選抜：10月上旬～中旬
2次選抜：11月上旬

による講義やOB・OGによる講演等を実施していま

す。

○ 自己啓発プログラム
　コミュニケーション能力を育成するためのスキル

アッププログラムです。

＊ＴＯＥＩＣ対策プログラム（英語）（実施時期；10

月～11月<8週間コース・土日集中コース>）

　就職後、あるいは大学院進学後に求められる実

践的な英語能力を在学中に身に付けさせることを

目的としたプログラムです。事前・事後にTOEIC・

IPテストを実施してプログラムの効果を検証しま

す。

○ インターンシップ（実施時期；主に夏休みや春休
み等の長期休業期間中）

　インターンシップとは、学生が実際に企業等で働

いてみる研修制度であり、実際に就業体験すること

で、本当に自分のやりたいことが何であるのか等を

知る絶好の機会です。本学では、公的団体等と連携

して、主に夏休みと春休みの期間を利用して学生が

参加しています。

○公務員試験対策講座（実施時期；通年（4月～））
　公務員志望者を対象に、九州大学生活協同組合と

の共催の下、学内において開講しています。学生の

利便性を考慮して、市価よりも安価で、かつ開講場

所が学内であるため受講にも便利で、経済的にも時

間的にも学生の負担が軽減され効率的に受講できま

す。

○就職ガイダンス，就職セミナー
＊ 就職ガイダンス
　主に企業就職希望者を対象に、就職活動の概要、

企業の選考スケジュール、業界・企業研究の仕方、

自己分析及び面接対策について、主要な就職支援会

社等（リクルートキャリアやマイナビ等）から講師を

招き、実践的就職活動のアドバイスを行う就職ガイ

ダンスを実施しています。

　また、公務員希望者を対象に、国家機関・地方公

共団体の人事採用担当者を招いて、各機関の業務内

容や採用方針等の説明を行うガイダンスを実施して

います。

＊就職セミナー
　実践的な就職活動の心得から、エントリーシート

対策、企業の人事担当者による座談会、各業界の傾

向等を説明する業界研究セミナー、多様化する面接

試験を勝ち抜くための面接対策講座やグループ

ディスカッション講座まで、幅広く実施しています。

○企業説明会
＊学内個別企業説明会
　企業等による個別の会社説明会です。月～金曜日

の午前若しくは午後で、伊都地区センターゾーン内

の会場を貸し出し実施しています。

＊学内合同企業説明会
　企業による採用広報活動の開始に合わせ、３月に

約400社の企業の人事担当者を招いて実施する学内

最大規模の合同企業説明会です。

＊就職フェア
　採用内定を獲得できていない学生のために、 企業

等の人事担当者を本学に招いて面談形式で実施する

説明会です。

＊留学生JOB FAIR
　対象を本学の留学生に特化した企業説明会です。

ブース形式で実施し、就職個別相談も同時開催して

います。

○就職相談（実施時期；通年）

○博士課程学生のための就職支援
　博士の学位取得者及び学位取得を目指す者（以下、

「博士人材」という。）を対象に、就職相談、博士人材

を対象とした中長期のインターンシップ、博士人材

のための企業説明会等を実施しています。

○外国人留学生のための就職支援
　日本国内での就職を希望する学生を対象に、「就

職活動講座」や「ビジネス日本語・マナー講座」、

「JOB  FAIR（学内合同企業説明会）」等各種支援企画

を実施しています。

○就職情報・就職活動情報の提供（実施時期；通年）
＊就職情報室
　伊都地区イーストゾーン及びウエストゾーンに、
全学的な就職情報を提供する場所として就職情報室

　伊都・大橋・筑紫・病院の各キャンパスに、豊富

な経験と専門的な知識を持った専門家を「就職相談

員」として配置し、就職情報の提供及びエントリー

シートに係る記入指導等の書類対策、自己ＰＲ・面

接対策、進路選択相談等、就職活動全般にわたる指

導・相談をきめ細かに行っています。
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を設置しています。求人情報・就職に関する資料の

閲覧等自由に利用することができます。

＊企業情報及び求人情報（求人情報Webシステム）
　企業から届いた企業パンフレット等は就職情報室

で閲覧できるように設置しています。また、企業情

報（資本金や連絡先等）や求人票（PDF）は求人情

報Webシステム上で閲覧できます。

＊印刷物の作成
　学生用として、就職活動の方法等を示した「就活

手帳」、「就活体験記」等を作成しています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学Webサイト

　教育・学生支援→教育・キャリア支援

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/education/

employment/

 ◆問合せ先
・学務部キャリア・奨学支援課

　キャリア・就職支援第二係

　TEL: 092-802-5903

　　　内線:90-5903

　○キャリアガイダンス（低年次学生向け）

　○自己啓発プログラム　○インターンシップ

　○公務員試験対策講座　○公務員関係セミナー

　○博士課程学生のための就職支援

　○学内個別企業説明会

・学務部キャリア・奨学支援課

　キャリア・就職支援第一係

　TEL: 092-802-5897

　　　内線:90-5897

　○就職ガイダンス（企業、セミナー）

　○学内合同企業説明会

　○就職フェア　○就職相談

スシbeW報情人求（開公報情人求、室報情職就 ○　

テム）、印刷物の発行関係事項  ほか就職支援の

総括

入学試験の種類、実施時期と実施体制

　九州大学では、学部入試において一般入試を実施

するほか、AO入試、推薦入試、国際入試、帰国子

女入試、私費外国人留学生入試及び国際コース入試

を実施します。

　また、大学入試センターと協力して、大学入試セ

ンター試験を実施します。

　なお、入学試験においては、教員が監督業務等に

従事することになります。

○大学入試センター試験
［実施時期］

　毎年度1月13日以降の最初の土曜日及び翌日の日

曜日

［実施体制］

　大学入試センター試験は、総長の下、入学試験実

施委員会委員で構成する実施本部を設置し、学内学

外に11の試験場を設定します。同試験は、全学協力

体制で行うことを原則とし、各試験場長は各学部長

等をもって充て、監督者等は、各部局の教職員数に

応じて按分で割り当て、当該部局長を通じて依頼しま

す。

○九州大学が実施する入学試験
［入学試験の種類と実施時期］

［実施体制］

入学試験の種類 入学試験の実施時期

一般入試
前期日程 2月25・26日

後期日程 3月12日

AO入試Ⅰ
（教育学部）

1次選抜：10月中旬
2次選抜：12月上旬

AO入試Ⅱ
（ 文学部・法学部・理学

部・医学部保健学科・
歯学部・芸術工学部・
農学部）

1次選抜：11月下旬～12月中旬
2次選抜：2月上旬

国際入試
（教育学部）

1次選抜：10月上旬～中旬
2次選抜：12月上旬

推薦入試
（共創学部）

1次選抜：11月下旬～12月上旬
2次選抜：2月上旬

帰国子女入試 2月25 ～27日

私費外国人留学生入試
（4月入学）

2月26・27日

私費外国人留学生入試
（10月入学）
（工学部・共創学部）

1次選抜：2月中旬
2次選抜：3月上旬

国際コース入試
（10月入学）
（農学部）

1次選抜：2月中旬
2次選抜：3月上旬

※上表は、平成31年度の入学者に係るもの

　九州大学が実施する入学試験は、原則として当該

AO入試Ⅰ
（共創学部）

1次選抜：10月上旬～中旬
2次選抜：11月上旬

による講義やOB・OGによる講演等を実施していま

す。

○ 自己啓発プログラム
　コミュニケーション能力を育成するためのスキル

アッププログラムです。

＊ＴＯＥＩＣ対策プログラム（英語）（実施時期；10

月～11月<8週間コース・土日集中コース>）

　就職後、あるいは大学院進学後に求められる実

践的な英語能力を在学中に身に付けさせることを

目的としたプログラムです。事前・事後にTOEIC・

IPテストを実施してプログラムの効果を検証しま

す。

○ インターンシップ（実施時期；主に夏休みや春休
み等の長期休業期間中）

　インターンシップとは、学生が実際に企業等で働

いてみる研修制度であり、実際に就業体験すること

で、本当に自分のやりたいことが何であるのか等を

知る絶好の機会です。本学では、公的団体等と連携

して、主に夏休みと春休みの期間を利用して学生が

参加しています。

○公務員試験対策講座（実施時期；通年（4月～））
　公務員志望者を対象に、九州大学生活協同組合と

の共催の下、学内において開講しています。学生の

利便性を考慮して、市価よりも安価で、かつ開講場

所が学内であるため受講にも便利で、経済的にも時

間的にも学生の負担が軽減され効率的に受講できま

す。

○就職ガイダンス，就職セミナー
＊ 就職ガイダンス
　主に企業就職希望者を対象に、就職活動の概要、

企業の選考スケジュール、業界・企業研究の仕方、

自己分析及び面接対策について、主要な就職支援会

社等（リクルートキャリアやマイナビ等）から講師を

招き、実践的就職活動のアドバイスを行う就職ガイ

ダンスを実施しています。

　また、公務員希望者を対象に、国家機関・地方公

共団体の人事採用担当者を招いて、各機関の業務内

容や採用方針等の説明を行うガイダンスを実施して

います。

＊就職セミナー
　実践的な就職活動の心得から、エントリーシート

対策、企業の人事担当者による座談会、各業界の傾

向等を説明する業界研究セミナー、多様化する面接

試験を勝ち抜くための面接対策講座やグループ

ディスカッション講座まで、幅広く実施しています。

○企業説明会
＊学内個別企業説明会
　企業等による個別の会社説明会です。月～金曜日

の午前若しくは午後で、伊都地区センターゾーン内

の会場を貸し出し実施しています。

＊学内合同企業説明会
　企業による採用広報活動の開始に合わせ、３月に

約400社の企業の人事担当者を招いて実施する学内

最大規模の合同企業説明会です。

＊就職フェア
　採用内定を獲得できていない学生のために、 企業

等の人事担当者を本学に招いて面談形式で実施する

説明会です。

＊留学生JOB FAIR
　対象を本学の留学生に特化した企業説明会です。

ブース形式で実施し、就職個別相談も同時開催して

います。

○就職相談（実施時期；通年）

○博士課程学生のための就職支援
　博士の学位取得者及び学位取得を目指す者（以下、

「博士人材」という。）を対象に、就職相談、博士人材

を対象とした中長期のインターンシップ、博士人材

のための企業説明会等を実施しています。

○外国人留学生のための就職支援
　日本国内での就職を希望する学生を対象に、「就

職活動講座」や「ビジネス日本語・マナー講座」、

「JOB  FAIR（学内合同企業説明会）」等各種支援企画

を実施しています。

○就職情報・就職活動情報の提供（実施時期；通年）
＊就職情報室
　伊都地区イーストゾーン及びウエストゾーンに、
全学的な就職情報を提供する場所として就職情報室

教
　
育
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　九州大学は、学術憲章に示されているように、人

類が長きにわたって遂行してきた真理探究とそこに

結実した叡智を尊び、これを将来に伝えてゆくとと

もに、諸々の学問における伝統を基盤として新しい

展望を開き、世界に誇り得る先進的な知的成果を生

み出してゆくことを使命としています。そのために

は、自由闊達な発想と洞察でもって、常に高みを目

指し、新しい地平を切り開いてゆく挑戦が求められ

ます。

　主幹教授制度は、このような高度の研究活動を推

奨し、支援し、さらに活性化するために、本学の教

授のうち、その専門分野において極めて高い業績を

有し、かつ、本学の研究戦略の先導的な役割を担う

者に「主幹教授」の称号を付与するものです。

　主幹教授の称号を付与される者の要件としては、

本学の教授のうち、専門分野における業績が極めて

顕著であり、将来にわたり本学の研究活動の推進に

中核的な役割を果たすことが期待されるもので、か

つ、原則として、科学研究費助成事業の大型種目（特

別推進研究、新学術領域研究、基盤研究（Ｓ）、基盤

研究（Ａ）（ただし、人文社会科学系に限ります。））

や大型研究プロジェクトなどに採択された代表者と

なります。

　主幹教授には、上記の要件を満たす研究プロジェ

クトの実施期間において、給与面での優遇措置など

を行います。

主幹教授制度

研究

 ★もっと詳しく知るには
・主幹教授制度について

https://airimaq.kyushu-u.ac.jp/ja/teacher/page.

php?code=12&side=10

 ◆問合せ先
　研究・産学官連携推進部研究企画課研究企画係

　092-802-2323

　内線:90-2323

科学研究費助成事業

　科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／

科学研究費補助金）は、人文・社会科学から自然科

学までの全ての分野にわたり、基礎から応用までの

あらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく

研究）を格段に進展させることを目的とする「競争的

研究資金」であり、ピア・レビュー（注2）による審

査を経て、独創的・先駆的な研究に対する助成を行

うものです。

的問学るよに者究研い近の野分門専…ーュビレ・アピ ）2注（
意義についての評価。延べ約7千人の研究者が、書
面審査、合議審査及びヒアリングに関わっています。

　科学研究費助成事業では、若手研究者の自立を支

援する「若手研究」や、学問の新たな領域の形成や挑

戦的な研究を支援する「新学術領域研究」や「挑戦的

研究」など、研究の段階や規模に応じて、応募・審

査をしやすくするため、様々な「研究種目」が設定さ

れています。

＊応募スケジュール
　例年、９月に文部科学省及び日本学術振興会から

「公募要領」が公表され、応募が開始されます。（例

年、11月が応募締切り日となります。）応募者は、

【科研費　電子申請システム】により応募手続きを行

います。

　審査員による審査後、翌年度4月（注3）に研究機

関長あてに審査結果が通知されます。

査審、はていつに目種究研む含をグンリアヒに査審 ）3注（

結果の通知時期が異なります。詳細は公募要領に記

載されています。

＊ 科学研究費助成事業の応募についてはこちらのＨ
Ｐから（注4）

　【科研費　電子申請システム】

　http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html

（注4） 応募の際は事前にシステムにログインするための
ＩＤ・パスワードの発行手続きが必要です。

　　　 詳細は所属部局の科学研究費助成事業事務担当係
（下記一覧参照）にお問い合わせください。

＊基金化について
　年度にとらわれずに研究費の使用ができるよう、

平成23年度に日本学術振興会に基金が創設されま

した。

　それにより、基金化した種目では、複数年度の研

究期間全体を通じた研究費が確保されているため、

研究の進展に合わせた研究費の前倒し及び次年度使

私費外国人留学生入試及び国際コース入試の出題・

採点等の業務については、全学的な体制の下で業務

に当たることになり、その任務に従事する必要が生

じた場合は、当該部局長を通じて依頼します。

○3年次編入学試験、大学院入試
　当該学部・学府等の教職員によって実施・運営さ

れます。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学入学者選抜情報

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/admission/

 ◆問合せ先
・一般入試　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　学務部入試課入試第一係　092-802-2004

　　　　　　　　　　　　　　内線:90-2004

・大学入試センター試験・帰国子女・私費外国人

留学生入試・国際コース入試

　　学務部入試課入試第二係　092-802-2005

　　　　　　　　　　　　　　内線:90-2005

・ＡＯ入試・推薦入試・国際入試

　　学務部入試課入試第三係　092-802-2007

　　　　　　　　　　　　　　内線:90-2007

・３年次編入学試験・大学院入試

掲にスレドア記下（でま係生学の府学・部学各 　　

載）

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/contact/student_

section/

学部の教職員によって実施されます。但し、一般入

試、AO入試、推薦入試、国際入試、帰国子女入試、
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